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すなみ あけみ
（きらぼしアートセンター）

夕焼けデート

すなみ あけみ
　33歳。岡山県岡山市在住。
　絵が好きだった父の影響で、幼いころから絵を描き始めました。美術部に入部したことはありませんが、
中学校時代から日常的に絵を描いています。
　高校の家政科で介護を学び、短大で介護を専攻後、病院へ就職。ストレス障害から精神科へ通院し、就
労継続支援Ａ型事業所に通う。その後、再び絵を描くようになり、2021（令和３）年、岡山県の障害者
アートの公募展「きらぼし★アート展」（岡山県、岡山障害者文化芸術協会など主催）に応募。作品名『大
丈夫』が入選しました。傷ついて涙を流しゴミ箱にいた女性に手を差し伸べるところが描かれた作品です。
この入選がきっかけで創作意欲が高まり、2022年１月には同協会の多機能型事業所アート＆ジョブセン
ターの就労移行支援事業所を利用、アート班に入り絵画に没頭する日々です。

　「アクリル絵の具を使い、布張りのキャンバスに２日間で一気に描きました。丘の上で夕
陽を眺めながらデートする２匹の猫の“ほのぼの感”を表現しています」と、あけみさん。
　夕陽からだんだん日が暮れてゆき、雲の上の空には星と三日月が出ている。猫がいるあ
たりは黄色で明るくし、オレンジ、ピンク、紫、青、そして紺色を混ぜて、最上部は青が多
めの黒にすることで、明から暗へのグラデーションを表すことに挑戦した。
　夕方から夜への天空の移ろいを見上げ、「きれいだなぁ」と語り合う２匹の後ろ姿に幸せ
と明日への希望が感じられる。

（文：一般社団法人岡山障害者文化芸術協会 荒木岳志）

画材：布張りキャンバス、アクリル絵の具／サイズ：900mm×650mm

協力：一般社団法人岡山障害者文化芸術協会



◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。（https://www.jeed.go.jp/）

「当時たずさわっていた『珈琲をつくる作業』をテーマに、一人ひとりの手作業の連携で珈琲がつく
られている様子をどうしたら伝えられるかと、考えながら描きました。もっとも注意して描いたのは
珈琲豆の粉砕機です。珈琲愛好家の方々に『これを使っているのか』とわかるよう細部までていねい
に描きました」
令和４年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト　高校・一般の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長奨励賞

表紙絵の説明

事務補助から窯業まで、能力を活かし活気ある職場に
株式会社旭化成アビリティ（宮崎県）
文：豊浦美紀／写真：官野 貴

障害者雇用を進める事業主のみなさまへ　就労支援機器をご活用ください！/
障害者雇用のためのマニュアル・好事例集などのごあんない /
「障害者雇用事例リファレンスサービス」を活用して本誌「働く広場」の掲載記事が探せます！
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︱
︱
本
誌
﹃
働
く
広
場
﹄
元
編
集
委
員
で
も
あ
る
松
矢

さ
ん
は
、
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
長
年
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
２
０
２
２
年
２
月
に
、
独
立
行
政
法
人
国
立

特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
︵
以
下
、﹁
特
総
研
﹂︶
か

ら
﹁
第
35
回
辻
村
賞
﹂
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
辻
村
賞
は
、
特
総
研
の

初
代
所
長
を
務
め
、
日
本
の
特
殊
教
育
制
度
の
基
盤
整

備
と
発
展
に
大
き
な
力
を
果
た
し
た
故
・
辻つ
じ

村む
ら

泰や
す

男お

先

生
（
１
９
１
３
～
１
９
７
９
年
）
の
功
績
を
記
念
し
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
た

い
へ
ん
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

辻
村
先
生
は
、
東
京
帝
国
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）

文
学
部
心
理
学
科
を
卒
業
後
、
戦
前
は
傷し
ょ
う

痍い

軍ぐ
ん

人じ
ん

の
救

護
活
動
に
従
事
、
戦
後
は
旧
厚
生
省
で
戦
災
孤
児
ら
の

児
童
福
祉
問
題
を
担
当
し
ま
し
た
。
１
９
５
２
（
昭
和

27
）
年
か
ら
当
時
の
文
部
省
内
の
「
特
殊
教
育
室
」
初

代
室
長
と
し
て
公
立
養
護
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
立
法

施
策
に
か
か
わ
り
、
特
総
研
で
は
特
殊
教
育
の
調
査

研
究
や
担
当
教
員
の
研
修
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
９
年
４
月
１
日
に
養
護
学
校
教
育
義
務
制
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
辻
村
先
生
ご
逝
去
の
日

で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
東
京
教
育
大
学
（
現
・
筑
波
大
学
）
で

辻
村
先
生
の
「
児
童
福
祉
学
」
に
学
び
、
知
的
障
害
児

者
の
た
め
の
「
全
国
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
（
現
・
一
般
社

団
法
人
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
）」（
以
下
、「
親

の
会
」）
の
活
動
に
加
わ
り
な
が
ら
、
特
別
支
援
教
育
の

あ
り
方
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は「
暮

ら
す
・
学
ぶ
・
働
く
」
と
い
う
社
会
権
的
基
本
権
が
障

害
者
に
保
障
さ
れ
ず
、
特
に
教
育
に
お
い
て
は
「
就
学

義
務
の
猶
予
・
免
除
」
の
対
象
で
、「
障
害
の
重
い
子
は
、

教
育
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
」
と
い
う
既
成
概
念
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
新
宿
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

が
先
頭
に
な
り
「
保
護
者
の
就
学
義
務
の
猶
予
・
免
除

の
願
い
出
を
し
な
い
運
動
」
を
展
開
、
こ
れ
を
受
け
て

東
京
都
は
１
９
７
４
年
に
重
度
障
害
児
学
級
を
設
置
し
、

障
害
児
全
員
就
学
を
実
施
し
た
の
で
す
。
国
の
導
入
は

５
年
後
の
１
９
７
９
年
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
親
の
会
か
ら
「
今
後
は
就
労
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
」
と
背
中
を
押
さ
れ
ま
し
た
。
親
の
会

や
全
日
本
特
殊
教
育
研
究
連
盟
（
全
特
連
、
現
・
全
日

本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
）
な
ど
知
的
障
害
関
係
４

団
体
か
ら
つ
く
る
「
社
団
法
人
日
本
精
神
薄
弱
者
福
祉

連
盟
」（
現
・
公
益
社
団
法
人
日
本
発
達
障
害
連
盟
）
の

長
期
行
動
計
画
作
成
で
は
、
委
員
と
し
て
「
就
労
」
の

項
目
を
担
当
し
、
障
害
者
雇
用
施
策
に
か
か
わ
る
国
の

審
議
会
委
員
な
ど
も
務
め
、
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

―
―
１
９
９
３
︵
平
成
５
︶
年
に
開
設
し
た
﹁
養
護
学

校
進
路
指
導
研
究
会
︵
進
路
研
︶﹂
は
、
学
校
の
先
生

や
企
業
も
参
画
し
、
職
業
教
育
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
た
。

特別支援教育の変革と
これから
全日本特別支援教育研究連盟顧問、東京学芸大学名誉教授
松矢勝宏さん
まつや　かつひろ　1940（昭和15）年、東京都生まれ。全日本特別支援教育研究連盟顧問、東
京学芸大学名誉教授、NPO法人GreenWork21理事長、社会福祉法人森の会理事長。1971年、
東京教育大学（現・筑波大学）大学院博士課程修了。同年から2014（平成26）年まで大正大学、
東京学芸大学、目白大学で教鞭を執る。全日本特別支援教育研究連盟理事長（2007～ 2019）、
厚生労働省・東京都の各種委員などを歴任。著書に『キャリア教育の充実と障害者雇用のこれから
―特別支援学校における新たな進路指導』（共編著、ジアース教育新社、2013年）など。

﹁
辻
村
賞
﹂
を
受
賞

主
体
性
の
あ
る
進
路
指
導
を

2
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「
国
連・障
害
者
の
10
年
」（
１
９
８
３
～
１
９
９
２
年
）

に
お
い
て
大
き
く
認
知
さ
れ
た
の
が
、
障
害
者
の
「
本

人
参
加
と
自
己
決
定
」
の
理
念
で
す
。
こ
れ
を
教
育
の

場
で
具
体
化
す
る
た
め
、
生
徒
の
主
体
性
を
重
視
し
た

進
路
指
導
を
目
ざ
し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
進
路
研
（
現
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
G
r
e
e
n
W
o
r
k
21
）
で
す
。
関
東

圏
の
先
生
や
支
援
機
関
・
作
業
所
、
厚
生
労
働
省
の
職

員
も
参
加
し
80
人
近
い
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
個
別
の

移
行
支
援
計
画
に
関
す
る
研
究
と
と
も
に
、
１
９
９
５

年
か
ら
は
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生
の
た
め
の
大
学
公

開
講
座「
自
分
を
知
り
社
会
を
学
ぶ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校
高

等
部
3
年
生
の
進
路
学
習
「
一
日
大
学
生
」
で
す
。
生

徒
が
大
学
を
訪
れ
、
学
生
と
交
流
授
業
を
持
ち
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
生
徒
の
喜
び
と
活
き
活
き
と
学
ぶ
様
子
に

心
を
動
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
企
画
は
、
全
国
的

な
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
先
駆
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
学
校
で
は
、
生
涯
に
わ
た
る
個
々
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
つ
い
て
も
改
善
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
も

と
も
と
米
国
で
始
ま
っ
た
取
組
み
で
す
が
、
私
た
ち
も

研
究
を
重
ね
、
進
路
指
導
と
職
業
教
育
の
一
体
的
な
改

善
を
目
ざ
し
、
東
京
都
が
主
導
す
る
形
で
、
企
業
や
支

援
機
関
な
ど
と
の
情
報
共
有
の
た
め
に
個
別
の
移
行
支

援
計
画
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
５
年
に
文
部
科
学
省
が
「
個
別
の

教
育
支
援
計
画
」
作
成
に
つ
い
て
策
定
。
こ
こ
で
は
「
障

害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把

握
し
、
教
育
の
視
点
か
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
と
い

う
考
え
の
下
、
長
期
的
な
視
点
で
乳
幼
児
期
か
ら
学
校

卒
業
後
ま
で
を
通
じ
て
一
貫
し
て
的
確
な
教
育
的
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
本
人

主
体
で
計
画
を
つ
く
る
と
い
う
意
味
で
、
障
害
者
権
利

条
約
に
つ
な
が
る
成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

　
―
―
こ
の
20
年
あ
ま
り
で
、
特
別
支
援
学
校
で
の
教
育

は
大
き
く
進
化
し
て
き
ま
し
た
ね
。

　

職
業
教
育
を
軸
に
、
企
業
と
の
連
携
が
活
発
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。
知
的
障
害
者
の
雇
用
義
務

化
（
１
９
９
８
年
）
を
機
に
特
例
子
会
社
を
つ
く
る
企

業
が
増
え
る
な
か
、「
ど
う
雇
用
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で

特
例
子
会
社
の
ト
ッ
プ
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
順
番
に

取
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
知
恵
を
出
し
合
う
研
修
会「
障

害
者
の
雇
用
を
楽
し
く
考
え
る
会
」
が
発
足
、
こ
こ
に

進
路
研
の
先
生
方
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
教
育
文
化
と
企
業
文
化
は
、
互
い
に
相
い

れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
卒
業
生
が
、
就

職
先
で
働
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
、
先
生
方
の
考
え
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

就
労
現
場
で
は
、
安
全
を
確
保
し
、
作
業
を
積
み
上
げ

て
い
く
た
め
の
手
順
書
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
を
反

映
さ
せ
た
の
が
東
京
都
の
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
就

業
技
術
科
と
職
能
開
発
科
の
教
育
課
程
で
す
。
校
内
に

事
業
所
の
よ
う
な
実
習
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
先
生
が

職
場
管
理
者
、
生
徒
は
社
員
の
立
場
で
、
よ
り
実
践
的

な
学
び
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
教
育
現
場
で
の
実
績
を
ふ
ま
え
、

東
京
都
特
別
支
援
学
校
就
労
支
援
委
員
会
と
東
京
労
働

局
と
の
共
催
で
、
法
定
雇
用
率
未
達
成
の
企
業
担
当
者

を
集
め
た
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

就
職
率
の
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
い
ま
で
は
特
別

支
援
学
校
ご
と
に
、
就
業
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。東
京
都
の
就
業
技
術
科
で
は
、
企

業
関
係
者
を
招
い
た
校
内
競
技
会
が
好
評
で
す
。
作
業

実
演
と
と
も
に
生
徒
た
ち
が
つ
く
っ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
に
目
を
向
け
る
と
、
校
内
カ
フ
ェ
を
は
じ
め
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
食
堂
、
洗
車
場
を
定
期
的
に
運
営

し
た
り
、
生
徒
が
育
て
た
野
菜
を
販
売
し
た
り
と
、
地

域
性
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
お
近
く
の
学
校
を
見
学
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

い
ま
危
惧
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
充
実
し
た

職
業
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
受
け
ら
れ
る
特
別
支
援

学
校
に
入
ら
ず
、
通
信
制
な
ど
の
高
校
に
進
む
生
徒
が

少
な
く
な
い
こ
と
で
す
。
背
景
に
は
、
特
別
支
援
学
校

を
卒
業
し
て
も
高
卒
扱
い
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
も
と
も
と
中
等
教
育
の
目
的
は
大
学
進
学
で
は
な

く
、
社
会
人
と
し
て
自
立
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な

教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

教
育
を
支
え
て
い
く
と
い
う
意
味
で
も
、
特
別
支
援
学

校
の
役
割
を
今
一
度
し
っ
か
り
と
ら
え
直
す
べ
き
で
す
。

企
業
と
の
連
携
、
充
実
し
た
職
業
教
育

3
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（文）豊浦美紀　（写真）官野 貴

株式会社旭化成アビリティ
〒882-0847　宮崎県延岡市旭町2-1-3
TEL 0982-22-2771  FAX 0982-22-2634

取材先データ

Keyword：身体障害、内部障害、知的障害、精神障害、特例子会社、
 縫製、アビリンピック、農業、窯業

事務補助から窯
よ う

業
ぎ ょ う

まで、
能力を活かし活気ある職場に

― 株式会社旭化成アビリティ（宮崎県）―
大手企業の特例子会社では、各自の能力や経験を活かした多様な業務を展開。
障がい理解や後方支援を図り、だれもが活き活きと働く職場づくりを目ざす。
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創
業
１
０
０
年
を
超
え
る
大
手
総
合
化
学

メ
ー
カ
ー「
旭
化
成
株
式
会
社
」が
１
９
８
５（
昭

和
60
）
年
に
設
立
し
た
特
例
子
会
社
「
株
式
会

社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
」（
以
下
、「
旭
化
成
ア

ビ
リ
テ
ィ
」）
は
、
宮
崎
県
延の
べ

岡お
か

の
地
で
10
数
人

規
模
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
い
ま
で
は
延
岡
を

は
じ
め
水
島（
岡
山
県
）、大
阪
、富
士（
静
岡
県
）、

東
京
の
全
国
５
営
業
所
ま
で
拡
大
し
、
全
従
業

員
は
４
６
６
人
、
う
ち
障
が
い
の
あ
る
従
業
員

は
３
７
２
人
（
身
体
障
が
い
１
６
３
人
、
知
的

障
が
い
72
人
、
精
神
障
が
い
１
３
７
人
）
ま
で

増
え
た
。
旭
化
成
グ
ル
ー
プ
23
社
を
グ
ル
ー
プ

適
用
し
た
障
が
い
者
雇
用
率
は
２
・
37
％
（
２

０
２
２
︿
令
和
４
﹀
年
６
月
１
日
現
在
）
に
な

る
と
い
う
。

雇
用
人
数
の
増
加
と
と
も
に
業
務
開
拓
も
進

め
て
き
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
委
託
を
メ

イ
ン
に
事
務
補
助
や
図
面
な
ど
の
デ
ー
タ
化
、

メ
ー
ル
配
送
、
印
刷
、
各
種
資
格
の
受
験
・
受

講
手
続
き
代
行
、
縫
製
な
ど
の
ほ
か
、
農
業
や

窯よ
う

業ぎ
ょ
う

な
ど
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。
２
０
１
８（
平

成
30
）
年
か
ら
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
押お
し

本も
と

知と
も

行ゆ
き

さ
ん
が
語
る
。

「
電
子
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
み
、
受

注
内
容
は
ど
ん
ど
ん
高
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
全
体
の
業
務
ス
キ
ル
を
上
げ
な
が

ら
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
業
務
の
流
れ
の
一
部
分

に
必
須
の
組
織
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
な

中
核
会
社
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
」

今
回
は
最
重
要
生
産
拠
点
と
し
て
従
業
員

３
０
０
人
近
く
が
在
籍
す
る
延
岡
営
業
所
を
訪

ね
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、
２
０
０
９
年

に
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
株
式
会
社
（
以
下
、「
旭
化

成
ホ
ー
ム
ズ
」）
か
ら
異
動
し
、
10
年
に
わ
た
り

所
長
を
務
め
る
工く

藤ど
う

通み
ち

洋ひ
ろ

さ
ん
。「
当
時
の
社
長

か
ら
『
明
る
さ
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
暗
い

上
司
に
は
相
談
し
た
く
な
い
だ
ろ
う
か
ら
』
と

い
わ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
ま
す
」
と
笑
い

な
が
ら
明
か
し
て
く
れ
た
。

延
岡
営
業
所
の
大
き
な
業
務
の
一
つ
が
、
業

務
部
業
務
課
で
担
当
し
て
い
る
「
縫
製
」
だ
。

全
国
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
工
場
な
ど
で
働
く
約

６
５
０
０
人
分
の
作
業
服
の
受
発
注
と
と
も
に
、

サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
す
そ
上
げ
や
ネ
ー
ム
づ
け

が
お
も
な
仕
事
だ
が
、
パ
ソ
コ
ン
運
搬
用
バ
ッ

グ
、
小
物
入
れ
な
ど
の
製
作
も
手
が
け
る
。

ミ
シ
ン
技
術
は
専
門
の
外
部
指
導
員
が
指
導

し
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金

賞
受
賞
者
を
２
人
輩
出
し
て
い
る
。
そ
の
１
人

が
北き
た

村む
ら

重し
げ

雄お

さ
ん
（
33
歳
）
だ
。
特
別
支
援
学

校
を
卒
業
後
、
木
工
家
具
の
会
社
で
働
い
て
い

た
が
、
修
理
を
１
人
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

責
任
の
重
圧
で
退
職
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
経
て
２
０
１
２
年
に

入
社
し
た
。
半
年
後
に
縫
製
担
当
に
な
り
、
す

ぐ
に
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
挑
戦
を
す
す
め
ら

れ
、
２
０
１
６
年
に
２
回
目
の
出
場
と
な
っ
た

第
36
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
賞
に
輝
い

た
。「

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
実
力
を
認
め
ら
れ
た
こ

と
で
、
む
ず
か
し
い
仕
事
も
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
バ
ッ
グ
の
製
作
を
布
の

裁
断
か
ら
完
成
ま
で
１
人
で
や
り
抜
い
た
と
き

は
、
大
き
な
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
」

全
国
５
営
業
所
で
多
様
な
業
務

代表取締役社長の押本知行さん

延岡営業所所長の工藤通洋さん

業務部業務課で縫製作業を担当する北村重雄さん（左）と
炭田大介さん（右）

全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
賞
受
賞
者

輩
出
の
「
縫
製
」

アビリンピックに積極的に参加、意欲向上や顧客開拓のきっかけに

「活き活き推進部」を軸に職場理解の拡大や現場の後方支援を図る

新規分野に挑戦しつつ、受託スキル向上で旭化成グループの中核を目ざす

事務補助から窯
よ う

業
ぎ ょ う

まで、
能力を活かし活気ある職場に

― 株式会社旭化成アビリティ（宮崎県）―
大手企業の特例子会社では、各自の能力や経験を活かした多様な業務を展開。
障がい理解や後方支援を図り、だれもが活き活きと働く職場づくりを目ざす。

1
2
3

POINT

★本誌では通常「障害」と表記しますが、株式会社旭化成アビリティ様のご希望により「障がい」としています
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い
ま
は
ネ
ー
ム
用
の
刺
し
ゅ
う
機
操
作
を
覚

え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

も
う
１
人
は
炭す
み

田た

大だ
い

介す
け

さ
ん
（
23
歳
）。
特
別

支
援
学
校
２
、
３
年
生
時
に
職
場
実
習
に
参
加

し
、
２
０
１
７
年
に
入
社
し
た
。
い
く
つ
か
の

業
務
を
経
験
し
、
手
の
器
用
さ
を
見
込
ま
れ
縫

製
担
当
に
な
っ
た
。
そ
の
年
に
全
国
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
果
た
し
、
４
回
目
と
な
る

２
０
２
１
年
の
第
41
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
金
賞
を
獲
得
し
た
。
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

炭
田
さ
ん
が
話
す
。

「
覚
え
て
い
な
い
操
作
や
不
安
な
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
ば
で
教
え
て
く
れ
る
北
村
先
輩
を

目
標
に
、
い
ず
れ
は
１
人
で
も
自
信
を
持
っ
て

縫
え
る
よ
う
上
達
し
て
い
き
た
い
で
す
」

旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
で
は
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
参
加
を
積
極
的
に
う
な
が
し
、
延
岡
営
業

所
だ
け
で
も
毎
年
30
人
ほ
ど
が
挑
戦
す
る
。
社

長
の
押
本
さ
ん
は
「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
個
人

の
能
力
開
発
の
重
要
な
場
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

社
内
で
も
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
支
え
合
い
な

が
ら
成
長
で
き
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
」

と
い
う
。
工
藤
さ
ん
も
「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
が
出
る
と
『
関
連
の

仕
事
を
頼
め
る
の
で
は
な
い
か
』と
期
待
さ
れ
ま

す
し
、私
た
ち
も
顧
客
開
拓
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
す
。

 

延
岡
営
業
所
で
は
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
従

業
員
も
50
人
以
上
が
在
籍
し
活
躍
し
て
い
る
。

そ
の
１
人
、
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
部
オ
フ
ィ
ス

サ
ー
ビ
ス
課
の
木き

村む
ら

慎し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
（
38
歳
）
は

２
０
２
０
年
に
入
社
し
た
。

「
以
前
は
県
外
に
住
み
、
自
身
の
障
が
い
を
明

か
さ
な
い
ク
ロ
ー
ズ
ド
就
労
で
し
た
が
、
人
間

関
係
な
ど
で
悩
み
退
職
し
ま
し
た
。
障
が
い
者

雇
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
企
業
を
探
し
、
旭
化

成
ア
ビ
リ
テ
ィ
入
社
と
同
時
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
」

面
接
時
に
は
自
分
の
特
性
と
し
て
「
も
の
ご

と
の
段
取
り
や
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
、
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
」
と
伝
え
た

そ
う
だ
。「
い
ま
は
職
場
で
配
慮
し
て
も
ら
え
、

よ
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
働
き
や
す
い
で
す
」

と
慎
太
郎
さ
ん
。

担
当
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
員
が
必
要
と

す
る
各
種
資
格
の
受
験
・
受
講
手
続
き
代
行
業

務
だ
。
月
平
均
４
０
０
件
ほ
ど
の
受
験
申
込
み

に
合
わ
せ
、
要
件
の
確
認
や
書
類
の
準
備
な
ど

を
一
手
に
引
き
受
け
る
。「
い
ま
は
自
分
の
業
務

だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
い
ず
れ
は
職
場

の
だ
れ
か
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
立
場
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
課
の
課
長
を
務
め
る
木き

村む
ら

進し
ん

二じ

さ
ん（
51
歳
）
に
よ
る
と
、
慎
太
郎
さ
ん

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

実
施
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

た
め
、「
慎
重
な
性
格
の
同
僚
と
一
緒
に
進
め
る

こ
と
で
ミ
ス
を
防
い
で
い
ま
す
。
何
人
か
と
試

し
、い
ま
の
ペ
ア
に
落
ち
着
き
ま
し
た
」
と
い
う
。

そ
の
同
僚
に
は
聴
覚
障
が
い
が
あ
る
。
２
人
は

簡
単
な
会
話
は
口
も
と
で
理
解
し
合
い
、
込
み

入
っ
た
内
容
は
筆
談
で
十
分
に
で
き
る
そ
う
だ
。

進
二
さ
ん
自
身
も
障
が
い
が
あ
る
。20
歳
の
こ

ろ
に
交
通
事
故
で
両
足
を
切
断
し
義
足
と
な
っ

た
。
そ
の
後
は
陶
芸
を
仕
事
に
し
て
い
た
が
、

加
齢
と
と
も
に
力
作
業
へ
の
不
安
を
感
じ
、
思

い
切
っ
て
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
に
転
職
し
た
と

い
う
。「
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
経
験
し
ま
し
た
が
、

体
力
的
に
無
理
の
な
い
よ
う
常
に
配
慮
し
て
も

ら
え
る
の
で
安
心
で
す
」

 

こ
れ
ま
で
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
で
は
、
国
の

係
長
と
し
て
部
下
を
支
え
る

受
験
・
受
講
手
続
き
代
行

情報サービス課係長の山田智恵さん パソコン運搬用バッグを縫製する炭田さん 作業服のすそ上げを行う北村さんオフィスサービス課課長の木村進二さん（左）と
木村慎太郎さん（右）

慎太郎さんは、
資格試験などの手続きを担当している
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制
度
を
活
用
し
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
経
た
う
え

で
、
か
な
り
高
い
割
合
の
人
が
正
社
員
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

「
同
一
制
度
同
一
処
遇
（
能
力
や
地
域
性
は
考

慮
）」
と
し
、
前
出
の
木
村
進
二
さ
ん
の
よ
う
に

管
理
職
登
用
も
あ
る
。

情
報
サ
ー
ビ
ス
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
の
係
長

を
務
め
る
山や
ま

田だ

智と
も

恵え

さ
ん（
55
歳
）は
、
２
０
１

１
年
に
入
社
し
た
。
入
社
前
年
に
腎
臓
移
植
を

受
け
内
部
障
が
い
の
あ
る
山
田
さ
ん
は
、
当
時

の
勤
務
先
で
唯
一
の
事
務
員
だ
っ
た
た
め
迷
惑

を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
思
い
退
職
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
で
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
見
つ

け
た
そ
う
だ
。

入
社
後
は
デ
ー
タ
入
力
な
ど
を
担
当
し
て
い

た
が
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
旭
化
成
リ
フ
ォ
ー
ム

株
式
会
社
か
ら
の
委
託
業
務
と
し
て
建
築
Ｃ
Ａ

Ｄ
を
操
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
委
託
元
の
社

員
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、い

ま
で
は
過
去
の
間
取
り
図
の
ト
レ
ー
ス
か
ら
現

場
作
業
用
の
図
面
作
成
、
ビ
ル
の
鉄
骨
補
強
の

検
討
・
提
案
ま
で
を
手
が
け
る
。
80
人
近
く
い

る
部
署
の
係
長
と
し
て
「
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
特
性
を
仕
事
に
活
か
し
な
が
ら
自
立
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
通
じ
て

自
信
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
親
の
よ

う
な
気
持
ち
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

業
務
部
印
刷
デ
ザ
イ
ン
課
の
萩は
ぎ

原わ
ら

千ち

穂ほ

さ
ん

（
49
歳
）
は
２
０
１
５
年
に
入
社
し
、
２
０
２
１

年
か
ら
係
長
を
務
め
る
。
印
刷
デ
ザ
イ
ン
課
で

は
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
か
ら
の
委
託
業
務
で
、
図

面
デ
ー
タ
を
目
的
別
に
整
理
し
て
ク
ラ
ウ
ド
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
ほ
か
、
製
本
も
手
が
け
て

い
る
。
障
が
い
の
あ
る
同
僚
や
部
下
か
ら
の
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
、
心
が
け
て

い
る
こ
と
を
聞
い
た
。

「
と
く
に
若
い
従
業
員
は
、
あ
る
程
度
、
自
分

の
仕
事
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
精
神
的
に

落
ち
着
い
て
く
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
得
意
不

得
意
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
得
意
な
部
分
を
徹

底
的
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
不

得
意
だ
っ
た
は
ず
の
こ
と
ま
で
挑
戦
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
じ
っ
く
り
見
守
る
こ

と
も
大
事
で
す
」

高
校
生
の
子
ど
も
が
い
る
萩
原
さ
ん
は
、
同

じ
よ
う
に
子
育
て
中
の
同
僚
へ
の
配
慮
も
欠
か

さ
な
い
。

「
参
観
日
は
必
ず
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
し
、
も

ち
ろ
ん
保
育
園
か
ら
電
話
が
来
た
ら
す
ぐ
に
帰

し
ま
す
。
代
わ
り
に
、
だ
れ
が
抜
け
て
も
業
務

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
同
じ
仕
事
が
で
き
る

人
を
２
人
以
上
に
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
極

力
残
業
を
し
ま
せ
ん
」

オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
部
事
務
サ
ー
ビ
ス
課
で
２

０
２
１
年
か
ら
係
長
を
務
め
る
吉よ
し

田だ

智と
も

美み

さ
ん

（
49
歳
）
は
１
９
９
６
年
に
入
社
し
た
。
聴
覚
障

が
い
が
あ
り
、
補
聴
器
を
使
っ
て
会
話
を
し
て

い
る
。「
当
時
は
電
話
対
応
で
き
る
こ
と
が
採
用

の
要
件
に
入
っ
て
い
る
会
社
も
多
く
、
就
職
活

動
が
困
難
で
し
た
。
そ
の
後
障
が
い
者
手
帳
を

取
得
し
、
家
族
が
教
え
て
く
れ
た
旭
化
成
ア
ビ

リ
テ
ィ
に
入
社
し
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

吉
田
さ
ん
は
グ
ル
ー
プ
会
社
の
給
与
関
連
の

業
務
を
担
当
し
て
い
る
が
、「
課
内
の
一
人
ひ
と

り
の
精
神
的
な
ケ
ア
を
優
先
に
対
応
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
様
子
を
見
な
が

ら
声
か
け
を
す
る
ほ
か
、「
少
し
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
」
と
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
、
忙
し
く
て
も
ま
ず
話
を
聞

く
姿
勢
で
、
公
平
な
判
断
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
い
う
。
吉
田
さ
ん
で
も
解
決
が
む
ず
か
し
い

と
思
っ
た
と
き
は
、「
活
き
活
き
推
進
部
」
に

相
談
し
て
い
る
。「
障
が
い
や
特
性
の
理
解
、
職

場
で
の
経
験
も
含
め
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
、

と
て
も
頼
り
に
な
る
存
在
」
だ
そ
う
だ
。

「
見
守
り
な
が
ら
」
指
導
と
工
夫

環
境
に
配
慮
し
た
印
刷

情報サービス課係長の山田智恵さん印刷デザイン課係長の萩原千穂さん事務サービス課係長の吉田智美さん 山田さんは、建築用CADでトレースや
製図を担当している

オフィスサービス課課長の木村進二さん（左）と
木村慎太郎さん（右）

慎太郎さんは、
資格試験などの手続きを担当している

吉田さん（中央）は課員の精神的なケアもになっている
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 「
活
き
活
き
推
進
部
」
の
活
動
は
、
２
０
０
９

年
に
で
き
た
安
全
健
康
推
進
部
で
行
っ
て
い
た

機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
名
称
変
更
な
ど
を

経
て
２
０
２
０
年
に
独
立
し
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
活
き
活
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場

環
境
を
実
現
す
る
」
だ
。
実
習
か
ら
採
用
、
入

社
３
カ
月
ま
で
の
個
別
面
談
、社
内
研
修
や
ケ
ー

ス
検
討
会
、
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

担
当
し
て
い
る
。

管
理
職
へ
の
昇
進
者
を
対
象
に
し
た
年
２
回

の
研
修
で
は
、
障
が
い
種
別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
話
す
が
、「
専
門
家
が
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
た
め
の
心
が

ま
え
の
よ
う
な
も
の
を
共
有
す
る
場
で
す
」
と

延
岡
営
業
所
所
長
の
工
藤
さ
ん
は
い
う
。
社
長

の
押
本
さ
ん
は
、「
現
場
の
障
が
い
理
解
を
広
げ

な
が
ら
、
同
時
に
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
が
つ
ぶ

れ
な
い
よ
う
後
方
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

活
き
活
き
推
進
部
の
部
員
は
３
人
。
そ
の
１

人
、
田た

口ぐ
ち

知と
も

枝え

さ
ん
（
52
歳
）
は
、
２
０
１
０

年
入
社
で
、
い
ま
は
延
岡
営
業
所
総
務
課
の
係

長
も
兼
任
し
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
専
門
の
資
格
な
ど
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。
新
入
社
員
の
お
世
話
係
の
よ
う

な
立
場
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」
と
い
う
。
田

口
さ
ん
は
以
前
、
精
神
科
病
院
内
の
売
店
で
患

者
に
接
客
し
た
経
験
が
あ
り
、
自
身
も
腎
臓
移

植
に
よ
る
内
部
障
が
い
や
闘
病
で
、
い
く
つ
も

の
苦
し
み
や
壁
を
乗
り
越
え
て
き
た
。「
人
生
経

験
を
糧か
て

に
、
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
も
あ
る

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
」

個
別
に
相
談
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に
、

周
囲
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
時
間
や
場
所
を
決
め

た
り
メ
ー
ル
な
ど
で
応
じ
た
り
し
て
い
る
。「
自

分
か
ら
相
談
に
来
れ
る
人
は
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
よ
い
の
で
す
が
、
行
動
を
起
こ
せ

な
い
人
も
少
な
く
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
私

た
ち
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、『
な
に
か
あ
れ

ば
相
談
し
よ
う
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
存
在
に

な
り
た
い
で
す
ね
。
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
も

企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

 

障
が
い
の
あ
る
従
業
員
数
は
、
こ
の
10
年
で

約
２
０
０
人
か
ら
５
０
０
人
超
と
年
平
均
30
人

ず
つ
増
え
て
い
る
。
押
本
さ
ん
は
、「
旭
化
成
グ

ル
ー
プ
の
拡
大
や
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ
を
考

慮
す
る
と
、
こ
の
先
も
同
様
の
ペ
ー
ス
で
採
用

す
べ
き
状
況
で
す
。
現
在
の
業
務
に
は
、
需
要

が
先
細
り
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
業
務
開
拓
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
そ
こ
で
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
３
事
業
を
紹
介
し
た
い
。

【
農
業
】
２
０
１
６
年
に
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
２
０
１
９
年
に
農
業
推
進
課
が

発
足
。
「
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
工
場
敷
地
内

の
花
壇
管
理
で
、
購
入
し
て
い
た
苗
を
栽
培
し

て
み
よ
う
と
始
ま
り
ま
し
た
」
と
工
藤
さ
ん
。

延
岡
市
内
の
農
地
20
ア
ー
ル
ほ
ど
を
借
り
、
農

業
大
学
卒
業
者
や
農
業
経
験
の
あ
る
従
業
員
４

人
と
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
４
人
が
、
農
家
の

指
導
も
受
け
な
が
ら
ナ
ス
な
ど
の
野
菜
や
花
苗

を
育
て
て
い
る
。
収
穫
野
菜
は
月
５
０
０
㎏
ほ

ど
で
、
地
元
の
卸
売
市
場
や
直
売
所
で
販
売
。

工
藤
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
の
手
で
育
て
あ
げ
て

商
品
と
し
て
売
り
出
す
達
成
感
は
大
き
い
で
す

ね
。ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
が
、休
耕
地
を

活
か
し
な
が
ら
拡
大
し
、
別
部
署
の
み
な
さ
ん

が
収
穫
の
応
援
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
楽

し
み
も
増
え
ま
す
」
と
意
欲
的
だ
。

【
窯
業
】
手
先
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
が
向
い

て
い
る
従
業
員
の
た
め
に
考
案
。
ろ
く
ろ
な
ど

を
使
わ
ず
に
で
き
る
小
皿
や
箸は
し

置
き
な
ど
を
電

気
窯
で
製
作
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
営

業
用
に
と
売
り
込
ん
だ
が
、
手
ご
た
え
が
な
く

販
路
開
拓
に
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
窯
業
に
人

脈
の
あ
る
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
の
木
村

進
二
さ
ん
の
紹
介
で
、
神
社
の
「
か
わ
ら
け
投

げ
」
（
素
焼
き
の
皿
な
ど
を
投
げ
る
願
か
け
）

に
使
う
小
皿
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
ま
は
月
３
～
４
千
枚
の
小
皿
を
６
人
体
制

新
規
事
業
を
次
々
と

職
場
の
理
解
促
進
と
後
方
支
援

活き活き推進部、総務課係長兼任の
田口知枝さん

部員と打ち合わせを行う田口さん（中央）農地でのナス収穫作業
（写真提供：株式会社旭化成アビリティ）

小皿の成形作業の様子
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で
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
一
人
、
山や

ま

田だ

太た

一い
ち
さ
ん

（
22
歳
）
は
、
特
別
支
援
学
校
で
の
職
場
実
習
を

経
て
２
０
１
７
年
に
入
社
。
作
業
服
の
洗
濯
や

部
品
洗
浄
の
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、
窯

業
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
担
当
に
な
っ
た
。
仕
事

内
容
に
つ
い
て
聞
く
と
「
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
即
答
し
て
く
れ
た
。

山
田
さ
ん
は
手
先
の
器
用
さ
が
認
め
ら
れ
、
今

年
の
地
方
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
宮
崎
大
会
の
縫
製

に
初
挑
戦
し
、
金
賞
を
受
賞
し
た
。

【
コ
ー
ヒ
ー
豆
加
工
】
専
門
業
者
に
依
頼
し
た

旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
専
用
の
焙ば
い

煎せ
ん

豆
を
使
い
、

ミ
ル
作
業
か
ら
ド
リ
ッ
プ
パ
ッ
ク
加
工
、
袋
詰

め
ま
で
１
日
２
０
０
袋
を
手
が
け
る
。
グ
ル
ー

プ
会
社
の
社
名
入
り
デ
ザ
イ
ン
ラ
ベ
ル
を
貼

り
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
と
し
て
使
っ
て
も
ら
う

そ
う
だ
。
「
一
度
注
文
し
て
く
れ
た
グ
ル
ー
プ

会
社
か
ら
好
評
で
、
少
し
ず
つ
販
路
拡
大
中
で

す
」
と
工
藤
さ
ん
。

窯
業
と
コ
ー
ヒ
ー
豆
加
工
は
、
営
業
所
か
ら

車
で
５
分
ほ
ど
の
作
業
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

洗
濯
や
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
業
務
も
含
め
、
障
が
い

の
あ
る
従
業
員
16
人
で
柔
軟
に
担
当
を
変
え
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

 

旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
感

染
防
止
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
う
え
で
原
則
、在

宅
勤
務
を
導
入
し
な
か
っ
た
。「
感
染
者
は
ご
く

少
数
に
と
ど
ま
り
ク
ラ
ス
タ
ー
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
工
藤
さ
ん
。

「
基
礎
疾
患
な
ど
の
あ
る
人
に
つ
い
て
職
場
全

体
が
よ
く
理
解
し
、
各
自
が
感
染
予
防
に
努
力

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

る
職
場
で
の
、
互
い
の
理
解
と
支
え
合
い
の
企

業
文
化
は
大
事
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

一
方
で
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
に

あ
る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は
在
宅
勤
務
が
増
え
た

こ
と
か
ら
、
代
わ
り
に
請
求
書
や
伝
票
の
発
行

処
理
業
務
を
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
が
請
け
負
う

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た

と
い
う
。

今
後
は
延
岡
営
業
所
を
マ
ザ
ー
機
能
の
拠
点

に
、
同
じ
業
務
を
複
数
の
営
業
所
で
行
え
る
よ

う
移
管
作
業
も
進
め
て
い
る
。
押
本
さ
ん
が
話

す
。「

５
営
業
所
が
連
携
し
て
、
緊
急
時
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
含
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
い
つ
で

も
安
心
し
て
業
務
を
委
託
し
て
も
ら
え
る
体
制

を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

 

旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
は
２
０
１
９
年
、
２
０

２
８
年
度
ゴ
ー
ル
の
経
営
目
標
「
10
年
後
の
あ

り
た
い
姿
に
向
け
て
」を
策
定
し
た
。押
本
さ
ん

が
説
明
す
る
。

「
も
と
も
と
３
年
ご
と
の
計
画
も
立
て
て
い
ま

し
た
が
、
短
い
で
す
よ
ね
。
毎
月
の
経
営
会
議

で
も
目
先
の
数
字
の
話
に
な
り
が
ち
で
し
た
。

む
し
ろ
『
10
年
先
に
ど
ん
な
状
態
だ
っ
た
ら
よ

い
か
』
を
視
野
に
、
そ
こ
か
ら
３
年
ご
と
の
目

標
を
考
え
て
み
る
。
す
る
と
私
た
ち
も
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
、
多
少
の
冒
険
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」

こ
う
し
て
決
ま
っ
た
ゴ
ー
ル
が
「
社
員
一
人

ひ
と
り
が
夢
と
誇
り
を
持
ち
、
ア
ビ
リ
テ
ィ
を

取
り
巻
く
全
て
の
人
達
と
共
に
ハ
ッ
ピ
ー
に
な

ろ
う
」
だ
。
あ
る
べ
き
姿
と
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
議
論
し
な
が
ら
、
人
・
仕
事
・
組
織
・
文

化
・
認
知
・
支
援
・
売
上
の
７
項
目
で
四
つ
ず
つ
、

計
28
個
の
目
標
を
つ
く
っ
た
。

旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
の
今
後
に
つ
い
て
、
押

本
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

「
厚
生
労
働
省
が
力
を
入
れ
て
い
る
障
が
い
者

雇
用
の
『
質
の
向
上
』
は
、私
た
ち
も
同
感
で
す
。

本
来
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
追
求
す
べ
き
で
す
が
、

ま
ず
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
引
き
続
き

挑
戦
し
続
け
実
績
を
重
ね
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
同
じ
職
場
で
働

き
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
チ
ー
ム
の
仕
事
の
質

を
上
げ
る
。
そ
れ
が
一
人
ひ
と
り
の
活
躍
の
場

も
広
げ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
や
社
会
に
貢
献
し
な

が
ら
、
自
己
効
力
感
を
高
め
ら
れ
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に

「
10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
に
向
け
て
」

農地でのナス収穫作業
（写真提供：株式会社旭化成アビリティ）

小皿の成形作業の様子ドリップパックの袋詰め作業 粘土板を切り出す山田太一さん
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第 2回第 2回

職場内の支援体制の課題と対応職場内の支援体制の課題と対応

　障害のある社員が働きやすく定着しやすい職場となるためには、社内全
体の支援体制づくりがポイントとなります。当連載の第２回は、「ＳＧフィ
ルダー株式会社」の取組みを取材。全国にある拠点に対し、本社の担当部署
がさまざまなサポートをすることで、障害者雇用の成果をあげている同社の
事例を紹介します。 監修：中央障害者雇用情報センター（★）

クローズクローズ
アップアップ

環
境
と
し
て
危
険
な
場
所
も
あ
り
、
一
般
的

に
は
障
害
の
あ
る
人
に
適
し
た
業
務
が
少
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
環
境

や
業
務
内
容
を
あ
ら
た
め
て
見
て
い
く
と
、

安
全
性
の
確
保
な
ど
に
配
慮
し
た
う
え
で
、

障
害
の
あ
る
従
業
員
が
従
事
で
き
る
業
務
が

多
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」

　

同
時
に
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
の
就
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
２
０
０
カ
所
以
上
の

拠
点
そ
れ
ぞ
れ
に
、
業
務
な
ど
の
相
談
窓
口

と
な
る
「
障
が
い
者
担
当
」
と
い
う
担
当
者

を
配
置
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
が

成
果
を
あ
げ
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
や
知
的

障
害
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、
障
害
の
あ
る
従

　

佐
川
急
便
株
式
会
社
を
中
核
と
し
た
Ｓ

Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と

し
て
、
物
流
に
特
化
し
た
人
材
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
て
い
る
「
Ｓ
Ｇ
フ
ィ
ル
ダ
ー
株
式
会

社
」
。
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
と
呼
ぶ
契
約
社
員

が
１
万
８
２
８
２
人
（
２
０
２
２
〈
令
和
４
〉

年
９
月
30
日
現
在
）
在
籍
し
、
お
も
に
、
全

国
で
２
０
０
カ
所
以
上
あ
る
佐
川
急
便
の
物

流
拠
点
に
お
け
る
仕
分
け
な
ど
の
軽
作
業
を

請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
２
０
２
１
年
に
、
障
害
の
あ
る

従
業
員
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
や
高
齢
者
の

活
躍
推
進
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
受
入
れ
・
理
解
促

進
な
ど
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン（
Ｄ
＆
Ｉ
）を
推
進
す
る
た
め
の
専
門

の
チ
ー
ム
と
し
て
、
人
事
部
に
「
Ｄ
＆
Ｉ
推

進
課
」を
設
置
。
障
害
者
雇
用
促
進
の
取
組
み

と
し
て
は
、
社
内
全
体
の
意
識
の
向
上
に
向

け
た
勉
強
会
の
企
画
や
運
営
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｄ
＆
Ｉ
推
進
課
係
長
の
香か

川が
わ

朋と
も

美み

さ
ん

は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
障
害
者
雇
用
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
時
期
は
、
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
課
が
設
置
さ
れ
る

前
の
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
２
０
１
１
年
の
創
業
か
ら
そ
れ

ま
で
は
、
事
業
の
拡
大
に
と
も
な
い
障
害
の

あ
る
従
業
員
の
人
数
が
増
え
て
い
た
も
の

の
、
拠
点
ご
と
の
対
応
だ
っ
た
た
め
、
社
内

全
体
で
統
率
が
と
れ
ず
、
法
定
雇
用
率
に
も

あ
と
少
し
の
と
こ
ろ
で
届
か
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
ま
ず
は
２
０
１
８
年
に
人
事
部
の
主
導

で
各
拠
点
で
の
業
務
を
整
理
し
、
障
害
の
あ

る
従
業
員
に
適
し
た
『
業
務
の
切
り
出
し
』

に
取
り
組
む
な
ど
、
物
理
的
な
環
境
を
整
備

し
ま
し
た
。
物
流
の
拠
点
と
い
う
と
、
労
働

～社内全体の支援体制づくり～～社内全体の支援体制づくり～

★中央障害者雇用情報センター　今号32ページ「掲示板」でご紹介しています。 https://www.jeed.go.jp/disability/employer/employer05.html 

専
門
チ
ー
ム「
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
課
」

「
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
課
」が
中
心
と
な
り

障
害
者
雇
用
促
進
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

SGフィルダー株式会社（東京都江東区）
◆事業内容　
労働者派遣事業、有料職業紹介事業、アウトソーシン
グ事業など

◆従業員数（2022年 9月 30日現在）
正社員　1265人
パートナー社員　１万8282人（うち障害のある社
員 305人 ：身体 133人、精神・発達 78人、知的
94人）

◆実績
・2021年　「大阪府障がい者サポートカンパニー優良
企業」
・ 2022年　「ＳGホールディングスグループダイバー
シティアワード2021（※）」グランプリ など
※  SGホールディングスグループの各社が、多様な人材が活躍
するための取組みや、Ｄ＆Ｉ推進を加速させたポイントをプ
レゼンテーションし、業績向上や風土改革に貢献したチーム
を表彰するイベント。障害者雇用に関する取組みが評価され
て受賞した。

【取材先プロフィール】

人事部D＆ I推進課係長の香川朋美さん。
臨床心理士、公認心理師、産業カウンセラー、
企業在籍型ジョブコーチの資格を持つ
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業
員
を
雇
用
し
や
す
い
環
境
に
な
り
、
２
０

１
９
年
に
は
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
ま
し

た
。
香
川
さ
ん
は
、

「
一
方
で
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
の
人
数
が

増
え
る
に
つ
れ
、
現
場
か
ら
、
『
障
害
の
あ
る

従
業
員
に
ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
よ
い
か
が

わ
か
ら
な
い
』
と
い
う
声
が
あ
が
る
な
ど
、

新
た
な
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
『
障

が
い
者
担
当
』
に
対
し
て
も
、
人
事
部
に
よ

る
勉
強
会
を
一
度
開
い
た
の
み
で
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
や
、
異
動

に
よ
る
人
の
入
れ
替
わ
り
も
あ
り
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、

２
０
２
１
年
に
、
本
社
内
に
各
拠
点
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
『
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
課
』
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
課
で
は
、
障
害

の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
環
境
整
備
だ
け
で
は

な
く
、
仲
間
の
一
員
と
し
て
長
く
働
き
続
け

て
も
ら
う
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
『
障
が
い
者

担
当
』
を
は
じ
め
、
従
業
員
の
理
解
を
促
進

す
る
取
組
み
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

専
任
の
チ
ー
ム
で
あ
る
た
め
、
以
前
よ
り
も

細
や
か
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
で
き
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
」
と
い
い
ま
す
。

　

Ｄ
＆
Ｉ
推
進
課
が
ま
ず
初
め
に
取
り
組
ん

だ
の
は
、
各
拠
点
に
配
置
さ
れ
た
「
障
が
い

者
担
当
」
の
立
て
直
し
の
た
め
の
勉
強
会
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
の
拠
点
を
つ
な
い

で
、「
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
」
や
「
障
害
別
の
一
般
的
な
配
慮
の
ポ
イ
ン

ト
」
な
ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。

基
礎
的
な
内
容
の
講
座
で
一
通
り
の
知
識
を

得
て
も
ら
っ
た
後
は
、
障
害
の
あ
る
従
業
員

に
接
す
る
な
か
で
の
困
り
ご
と
を
ア
ン
ケ
ー

ト
で
集
め
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
再
度
勉
強
会
を

開
催
。
そ
し
て
、
「
Ｑ.

必
要
以
上
に
保
護
的

な
接
し
方
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？
」
「
Ａ.

仲
間
と
し
て

受
け
と
め
、
成
長
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
ょ

う
」
な
ど
、
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
対
し
て
回

答
す
る
『
障
が
い
者
雇
用
Ｑ
＆
Ａ
ブ
ッ
ク
』

と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

「『
障
が
い
者
担
当
』は
、
通
常
の
業
務
を
担

当
し
な
が
ら
そ
の
役
割
を
に
な
っ
て
お
り
、

障
害
者
と
の
働
き
方
・
か
か
わ
り
方
に
つ
い

て
特
別
な
知
識
や
経
験
の
な
い
者
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
障
害
の
あ
る

従
業
員
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
『
周
囲
の

理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
』
な
ど
の
悩
み
に
は
、

『
職
場
全
体
で
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
自
然
体
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
よ
う

に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
悩
み
に
て
い
ね
い
に
答
え

る
内
容
と
し
ま
し
た
」
と
、
香
川
さ
ん
。

　

現
在
は
、
「
障
が
い
者
担
当
」が
代
わ
っ
た

と
き
に
、必
ず
勉
強
会
の
録
画
を
見
て
も
ら
う

こ
と
で
、
そ
の
役
割
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
に
取
り

組
む
た
め
の
『
わ
く
わ
く
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

委
員
会
』
を
、
Ｓ
Ｇ
フ
ィ
ル
ダ
ー
株
式
会
社

で
は
Ｄ
＆
Ｉ
推
進
課
が
事
務
局
と
な
り
、
月

に
１
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員

会
に
は
各
拠
点
の
「
障
が
い
者
担
当
」
も
参

加
し
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
へ
の
接
し
方
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
い
ま

す
。  

「
全
国
の
拠
点
の
な
か
に
は
、
障
害
者
雇
用

が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
拠
点
も
あ
れ
ば
、
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い
拠
点
も
あ
り
、
ま
だ
ば

ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
Ｄ

＆
Ｉ
推
進
課
で
質
問
や
困
り
ご
と
な
ど
の
相

談
の
声
を
集
約
す
る
な
ど
、
体
制
を
整
え
た

こ
と
で
、
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
社
内
の

意
識
が
少
し
ず
つ
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
を

感
じ
ま
す
。
障
害
者
雇
用
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
拠
点
で
は
、
合
理
的
配
慮
な
ど
に
上
手

に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

事
業
所
内
で
は
自
分
た
ち
の
取
組
み
の
価
値

に
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
で
も
、
ほ
か
の
事

業
所
で
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
今
後
は
そ
れ
ら
を
、
だ
れ
に
で
も
わ
か

り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
形
で
言
語
化
し
た

り
体
系
化
し
た
り
し
て
、
水
平
展
開
を
す
る

こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

香
川
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

＜参考＞「はじめての障害者雇用～事業主のためのQ&A～」ウェブコンテンツ版

「Q 障害者雇用に関する社内の支援体制はどのようにしたらよいでしょうか？」
     https://www.jeed.go.jp/disability/data/handbook/q2k4vk000003krmk.html

「Q 採用決定後、社内で行うことについて教えてください。」
     https://www.jeed.go.jp/disability/data/handbook/q2k4vk000003kszb.html

勉
強
会
や「
Ｑ
＆
Ａ
ブ
ッ
ク
」で

社
内
全
体
の
理
解
を
底
上
げ

知
識
や
経
験
の
体
系
化
が

今
後
の
課
題

「障がい者担当」育成のための勉強会の資料として作成された
『障がい者雇用ガイドブック』と『障がい者雇用Q&Aブック』

『障がい者雇用Q&Aブック』の内容例
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J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～

▲ ▲

当機構の中央障害者雇用情報センターでは、障害者を雇用している、または雇用しようとしているみなさまに

無料で就労支援機器の貸出し を行っています。
 「就労支援機器」とは障害者の就労を容易にするための機器のことで、例えば視覚障害者を対象とした
　拡大読書器や、聴覚障害者を対象とした補聴システム（集音システム）といったものがあります。

就労支援機器は
当機構ホームページで
詳しくご紹介しています

検索

https://www.kiki.jeed.go.jp/

就労支援機器のページ

●書類や写真などを拡大表示する機器です。
●コントラストや色調の変更も可能なため
より見やすく調整することができます。
●卓上型、携帯型など活用シーンに合わせ
て選択できます。

申請書を記入し、メールまたは郵送で
ご提出ください
※申請書は当機構ホームページより
　ダウンロードできます

お問合せ

〒130-0022　東京都墨田区江東橋２-19-12　ハローワーク墨田５階
TEL：03-5638-2792　E-mail：kiki@jeed.go.jp

中央障害者雇用情報センター

申請のあった事業主に対し、決定内容
を通知し、機器を配送します

当機構が契約している業者が回収に
うかがいます

障害者を雇用している、または雇用しようとしている事業主など
※国、地方公共団体、独立行政法人などは対象外です

原則、６カ月以内　※職場実習やトライアル雇用の場合も利用できます

就労支援機器を常設にて展示しているほか、導入に関する相談を行っています

申請書の提出申請書の提出 貸出し決定貸出し決定 貸出しの終了・回収貸出しの終了・回収

拡大読書器

貸出しの対象となる事業主

貸出し期間

貸出しの流れ

補聴システム（集音システム） ノイズキャンセラー

パーテーション

●マイク（送信機）が拾った音を直接、補
聴器や人工内耳に届けるシステムです。
●聞きたい音を大きくできるので就労のあ
らゆる場面で有効に使用できます。

●視覚的・聴覚的な刺激を低減させること
で、周囲の状況に影響されずに集中でき
る環境を整えます。

▲上記は一例です

受信機

マイク送信機

就労支援機器をご活用ください！
障害者雇用を進める事業主のみなさま へ
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J E E D  I N F O R M AT I O N

　当機構ホームページでご覧いただけます。また、ダウンロードにより全文もしくは必要
箇所を印刷することも可能です。ぜひご活用ください。
　　　　　　　　　https://www.nivr.jeed.go.jp/manual.html

基本的

応用的

一般的 個別的

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　雇用開発推進部 雇用開発課
TEL：043-297-9513　　FAX：043-297-9547

お問合せ

障害者雇用のためのマニュアル・好事例集などのごあんない

ＮＩＶＲ　マニュアル　事業主 検索

　具体的な雇用事例や
障害者雇用に関する問
題点を解消するための
ノウハウを障害別（視
覚、知的、聴覚、精
神、発達、高次脳機能
障害）にコミック形式
で紹介。

　障害者雇用を進めるにあたって
直面する職務の選定や労働条件の
検討、職場環境の整備などに不安
や悩みを抱える企業の方に向け
て、具体的な方策や関連情報をＱ
＆Ａ形式で解説。

　障害者雇用があまり進んでいない業種に着目し、主
に中小企業における雇用事例を掲載。経営者の声や障
害者雇用のメリット、職場定着などを紹介。

　障害者雇用を積極的に進めている企業の取組みや雇用管
理などに関するさまざまなノウハウを動画でわかりやすく
解説。DVDを無料で貸出し。

　障害者の雇用管理や雇用形態、 職場環境、職域開発など
について、事業所が創意工夫を重ねて実践している取組み
をテーマ別にまとめたもの。

障害者雇用マニュアル コミック版１～６

障害者雇用があまり進んでいない
業種における雇用事例

はじめての障害者雇用
～事業主のためのＱ＆Ａ～

職場改善好事例集

障害者の雇用ノウハウに関する動画・ＤＶＤ

　令和２年度の募集事例は当機構ホームページ
「障害者の労働安全衛生対策」で紹介しています。

QRコードはこちら

QRコードはこちら
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J E E D   インフォメーション

「障害者雇用事例リファレンスサービス」を活用して
本誌「働く広場」の掲載記事が探せます！

「働く広場 」
掲載記事の検索

⬅⬅

⬅⬅

企画部　情報公開広報課 雇用開発推進部　雇用開発課
■「働く広場」に関するお問合せ

当機構ホームページでも記事検索ができます！

■ 「障害者雇用事例リファレンスサービス」に関するお問合せ

TEL：043-213-6200　FAX：043-213-6556
E-mail：hiroba@jeed.go.jp E-mail：ref@jeed.go.jp

TEL：043-297-9513　FAX：043-297-9547

3

障害者雇用を進め
たいけれど、ほか
の企業ではどんな
取組みをしている
んだろう？

障害者雇用事例リファレンスサービスとは

　障害者雇用について創意工夫を行い、積極的に取
り組んでいる企業の事例や、合理的配慮の提供に関
する事例を紹介する当機構のウェブサイトです。

https://www.ref.jeed.go.jp/

「障害者雇用事例リファレンスサービス」
をご活用ください！

※カメラで読み取ったQRコードのリンク先が https://www.ref.jeed.go.jp/
　であることを確認のうえアクセスしてください。

アクセスはこちら！

「障害者雇用事例リファレンスサービス」では、「働く広場」に掲載し
た「職場ルポ」、「編集委員が行く」の掲載記事 （※）を検索・閲覧するこ
とができます。※掲載企業から、同サイトへの掲載許可が得られた記事に限ります。

記事索引画面

検索方法

「働く広場」の掲載記事については、「障害者雇用事例リファレンスサービス」
で検索できるほか、当機構ホームページにて、バックナンバー（過去4年分）
の記事索引の閲覧や、「グラビア」、「クローズアップ」などのコーナーも記
事検索ができます。どうぞご利用ください 。

クリックすると、該当企業の事例ページが表示されます。

※2022年度掲載記事からデジタルブックで提供しています。

1

2

「働く広場」の記事検索をする
場合は、 「モデル事例」をチェック
してください。

検索条件で、「働く広場」にチェック
し、「業種」「障害種別」「従業員規模」
「フリーワード」等の条件を設定して
検索ボタンをクリックすることで、探
したい記事をピックアップできます。

4
該当記事のPDFファイル
またはデジタルブック※に
アクセスできます。
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写真・文：官野 貴写真・文：官野 貴

株式会社TBSスパークル（東京都）株式会社TBSスパークル（東京都）
東京障害者職業センター 上野本所（東京都）東京障害者職業センター 上野本所（東京都）

当事者目線で当事者目線で
映像コンテンツをつくる映像コンテンツをつくる

株式会社TBSスパークル
〒107-8002　東京都港区赤坂5-3-6　
https://www.tbssparkle.co.jp/

東京障害者職業センター 上野本所
〒110-0015　東京都台東区東上野4-27-3 上野トーセイビル３F
TEL 03-6673-3938　FAX 03-6673-3948

取材先データ

15



働く広場  2022.12

ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
番
組
制
作
を
手
が

け
る
「
株
式
会
社
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ス
パ
ー
ク
ル
」（
以
下
、「
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ス
パ
ー

ク
ル
」）は
、２
０
１
９（
平
成
31
）年
、
旧
グ
ル
ー
プ
会
社
11
社
を

吸
収
合
併
し
、
企
業
規
模
が
急
激
に
拡
大
し
た
た
め
障
害
者
の

雇
用
が
急
務
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
同
社
で
は
、
当
機
構
が
運
営
す

る
「
東
京
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
」
に
協
力
を
依
頼
。
職
場
適

応
援
助
者（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）に
よ
る
定
着
支
援
や
業
務
の
切
り
出

し
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
雇
用
の
拡
大
を
図
っ
た
。

現
在
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ス
パ
ー
ク
ル
で
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
21
人
が

活
躍
し
て
お
り
、
ろ
う
者
の
那な

須す

元も
と

紀き

さ
ん
（
24
歳
）
も
、
そ
の

一
人
だ
。
那
須
さ
ん
は
、
大
学
で
健
聴
者
と
一
緒
に
映
像
表
現
を

学
び
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
、
新
卒
採
用
と
し
て
同
社
に
入

社
。
現
在
は
人
事
部
に
お
い
て
、
定
年
退
職
式
の
チ
ー
フ
を
務
め

て
お
り
、
過
去
に
は
情
報
番
組
お
天
気
コ
ー
ナ
ー
の
手
話
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
社
内
向
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
さ

れ
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
手
話
講
座
や
聴
覚
障
害
者
の
取
組
み

を
伝
え
る
「
手
話
ス
タ
！
」
の
制
作
を
担
当
し
て
お
り
、
こ
の
日

の
収
録
で
は
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
山や

ま

田だ

真ま

樹き

さ
ん
の
活
動

を
伝
え
た
。
那
須
さ
ん
は
今
後
、「
当
事
者
目
線
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
差
を
埋
め
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
目
標
」
だ
と
話
す
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ス
パ
ー
ク
ル
で
は
、
当
機
構
の
障
害
者
雇
用
支
援
人

材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
「
障
害
者
雇
用
管
理
サ
ポ
ー
タ
ー
」（
※
）

か
ら
、
聴
覚
障
害
者
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
助
言
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
東
京
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
企
業

担
当
者
を
対
象
と
す
る
「
雇
用
管
理
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
」
に
、

人
事
担
当
者
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
、
取
組
み
の
紹
介
な
ど
を

行
っ
た
。
こ
の
講
習
会
は
、
企
業
の
障
害
者
雇
用
の
担
当
者
な

ど
を
対
象
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
先
行
企
業
の
実
例

を
知
り
、
参
加
企
業
同
士
が
情
報
交
換
で
き
る
場
と
な
っ
て
い

る
。

障害者雇用管理サポーター（左）とのカウンセリングの様子 社内でのコミュニケーションは、ブギーボードでの筆談や
チャットアプリが活用されている

毎月、月末に定年退職式が行われる。そこで交付される辞令を印刷する那須元紀さん

※詳しくは当機構ホームページをご覧ください　https://shienjinzai.jeed.go.jp

TBS スパークル
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「手話スタ！」の収録風景。那須さんは、ディレクターとして企画や撮影、編集など映像制作を取り仕切る

自らカメラを構えて、デフリンピック選手の
山田真樹さんのトレーニングを撮影

撮影現場でのコミュニケーションには、スマートフォンの
音声認識文字化アプリが活躍する

カメラマンと相談しアングルを決める。那須さんは、進行役として出演しつつ、
ディレクションをこなす

ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ
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、
ニ
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な
ど
の
番
組
制
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を
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が
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Ｂ
Ｓ
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Ｂ
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頼
。
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や
業
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の
切
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を
受
け
、
雇
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を
図
っ
た
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現
在
、
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Ｓ
ス
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ク
ル
で
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
21
人
が

活
躍
し
て
お
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、
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う
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の
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（
24
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も
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そ
の
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だ
。
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は
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大
学
で
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と
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に
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像
表
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を
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、
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０
２
０
（
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和
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、
新
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と
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社
に
入

社
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現
在
は
人
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に
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て
、
定
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退
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の
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を
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、
過
去
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は
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ザ
ー
な
ど
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
社
内
向
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
さ

れ
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
手
話
講
座
や
聴
覚
障
害
者
の
取
組
み

を
伝
え
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「
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」
の
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作
を
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、
こ
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の
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で
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、
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選
手
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の
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動

を
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た
。
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は
今
後
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事
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目
線
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
マ
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の
差
を
埋
め
る
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だ
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）

か
ら
、
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者
の
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に
関
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る
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を
受
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て
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。
ま
た
、
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で
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催
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を
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」
に
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人
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介
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は
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催
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が
情
報
交
換
で
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と
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て
い

る
。
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東京障害者職業センターの事業主支援担当のカウンセラー（左）が、TBSスパークルを訪問し人事担当者と面談

東京障害者職業センターは、全国初の障害者職業センターとして開所し、
今年 50周年を迎えた

東京障害者職業センターでは、障害のある人や障害者雇用に取り組む
事業主の方に対し、支援やサービスを提供している

企業担当者を対象とする雇用管理サポート講習会の様子。「はじめての障害者雇用」、
「採用面接と合理的配慮」などをテーマにセミナーが開かれている

東京障害者職業センターの「職業準備支援室」。
実務作業を再現し、課題への対処方法などを検討する

今号 33ページで全国の障害者職業センター一覧を掲載しています。ご活用ください

東京障害者職業センター 上野本所
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離
職
経
歴
が
あ
っ
た
。
訓
練
開
始
後
、
対
象
者
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
「
複
数
の
指
示
の
メ
モ

取
り
が
追
い
つ
か
ず
、
後
半
部
分
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

メ
モ
を
見
返
し
た
と
き
に
ど
の
指
示
に
対
す
る
内
容

か
を
整
理
で
き
な
か
っ
た
。
年
齢
的
に
『
わ
か
り
ま

せ
ん
』
と
い
う
こ
と
に
と
ま
ど
い
が
あ
る
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
作
業
の
行
動
観
察
を
行
う
と

マ
イ
ル
ー
ル
で
行
動
す
る
こ
と
や
人
と
の
距
離
の
近

さ
な
ど
発
達
具
合
の
不
均
衡
さ
も
見
ら
れ
、
訓
練
で

は
メ
モ
取
り
練
習
や
暗
黙
の
ル
ー
ル
を
〝見
え
る
化
〞

す
る
こ
と
で
、
職
場
に
お
け
る
適
切
・
不
適
切
行
為

の
理
解
支
援
を
実
施
し
た
。
訓
練
の
内
容
、
本
人
の

気
づ
き
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
、
企
業
担
当
者
に
報
告

を
行
い
、
人
事
担
当
者
や
配
属
先
の
従
業
員
に
も
参

加
し
て
も
ら
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
複
数
回
実
施
し
た
。

　

企
業
へ
の
報
告
で
は
、
こ
の
対
象
者
は
身
体
障
害

だ
け
で
な
く
、
発
達
障
害
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
共
有
し
、
本
人
が
理
解
し
や
す
い
指
示
の
出
し
方

（
指
示
の
量
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
、
視
覚
情
報
の
使
用
、

指
示
を
出
す
環
境
の
設
定
）
の
助
言
を
行
い
、
作
業

進
捗
の
定
期
報
告
を
行
う
こ
と
で
つ
ま
ず
き
が
生
じ

て
も
早
期
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
ま

た
、
職
場
内
の
具
体
的
な
ル
ー
ル
を
提
示
し
た
う
え

で
、
本
人
も
ほ
か
の
従
業
員
も
過
ご
し
や
す
い
職
場

づ
く
り
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　

次
回
は
、現
場
の
受
入
れ
体
制
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
の
６
月
に
、
厚
生
労
働

省
が
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
き
企
業
な
ど
に
義

務
づ
け
て
い
る
法
定
雇
用
率
に
関
連
し
、
週
の
労
働

時
間
が
10
時
間
以
上
20
時
間
未
満
の
障
害
者
を
１
人

雇
用
し
た
場
合
の
実
績
を
０
・
5
人
と
し
て
算
定
す

る
方
針
を
固
め
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た（
※
１
）。
い

ま
ま
で
は
週
20
時
間
以
上
働
く
こ
と
が
で
き
る
か
が

障
害
者
雇
用
枠
で
働
く
境
界
線
だ
っ
た
た
め
、
働
き

方
の
選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
は
障
害
の
あ
る
求
職
者

の
今
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　

民
間
企
業
の
積
極
的
な
障
害
者
雇
用
の
増
加
を
評

価
す
る
一
方
、「
障
害
者
が
能
力
を
発
揮
し
て
活
躍
す

る
こ
と
よ
り
も
、
雇
用
率
の
達
成
に
向
け
て
〝
数
の

確
保
〞
を
優
先
す
る
よ
う
な
動
き
も
み
ら
れ
る
」
と

の
指
摘
も
あ
る
（
※
２
）。
障
害
者
雇
用
を
通
じ
て
実

現
さ
せ
た
い
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
就
労
を
通

じ
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
と
、
多
様
性
の
あ
る

人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
企
業
が
組
織
力
を

高
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
使
命
を
果
た
す
た

め
に
は
障
害
者
雇
用
の
質
の
向
上
が
必
須
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
企
業
側
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
2
回
に

分
け
て
考
え
る
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ク
ロ
ス
ジ
ョ
ブ
（
就
労
移

行
支
援
事
業
所
）
で
は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

〜
２
０
１
９
年
の
２
年
間
、「
大
阪
府
障
が
い
者
委
託

訓
練
事
業
（
障
が
い
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
委
託
訓
練
）」
に
参
画
し
た
。
訓
練
の
対
象
者
は
、

民
間
企
業
に
在
籍
し
て
い
る
障
害
者
手
帳
を
所
持
す

る
社
員
で
、
申
込
み
の
主
体
者
は
企
業
担
当
者
だ
。

依
頼
内
容
は
「
書
類
選
考
や
面
接
で
の
イ
メ
ー
ジ
と

作
業
遂
行
の
状
態
に
乖か
い

離り

が
あ
る
」、「
在
職
中
に
高

次
脳
機
能
障
害
に
な
り
、
今
後
の
業
務
を
検
討
す
る

う
え
で
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
だ
っ
た（
※
３
）。

　

実
施
方
法
は
、
訓
練
の
対
象
者
に
ク
ロ
ス
ジ
ョ
ブ

の
就
労
移
行
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
約
２
週
間
通
所
し

て
も
ら
い
、
作
業
体
験
（
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
開
発
し
た
Ｏ
Ａ
作
業
、
事

務
作
業
、
実
務
作
業
に
大
別
さ
れ
た
評
価
・
支
援
ツ
ー

ル
「
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
幕
張
版
」
を
使
用
）
や
、
定

期
面
談
を
通
じ
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ふ
り
返
り
、
本

人
の
仕
事
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
聞
き
取
り
な
が
ら

自
己
理
解
の
支
援
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
企
業
担
当

者
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
助
言
し
た
。

　

初
め
て
障
害
者
を
雇
用
し
た
企
業
か
ら
は
、「
対
象

の
社
員
が
指
示
内
容
を
忘
れ
る
こ
と
が
多
く
、
教
え

ら
れ
て
い
な
い
と
嘘
を
つ
く
。
自
分
の
書
い
た
メ
モ

の
内
容
を
理
解
し
て
作
業
が
で
き
な
い
」
と
の
相
談
が

あ
り
、
配
属
先
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
疲
弊
し
て
い
る
状

態
だ
っ
た
。
そ
の
対
象
者
に
は
身
体
障
害
が
あ
り
、
支

援
機
関
に
は
所
属
せ
ず
単
独
で
就
職
、
ま
た
複
数
の

発達障害と就労
～企業の雇用管理力をサポートする（1）～
特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺 副所長  砂川双葉

障
害
者
の
就
労
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と

雇
用
情
勢
の
加
速

事
例
か
ら
見
る
在
職
障
害
者
の
就
労
支
援

企
業
に
は
工
夫
し
て
情
報
共
有

第2回

砂川双葉（すながわ ふたば）
特定非営利活動法人クロスジョブ クロスジョブ堺・副所長。社会福祉士、介護福祉士。2013（平成25）年、
特定非営利活動法人クロスジョブに入社。就労支援員としておもに発達障害のある人の支援、障害雇用を行
う企業の支援を行う。2021（令和3）年、当機構の第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会で、
就労移行支援事業所におけるASD者のアセスメントと支援についての実践報告を発表している。

※1 福祉新聞（2022年 6月28日付）　
※2厚生労働省：第121回労働政策審議会障害者雇用分科会（資料）　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_26270.html　
      配布資料全体版　https://www.mhlw.go.jp/content/11704000/000952203.pdf
※ 3砂川双葉：第27回職業リハビリテーション研究・実践発表会発表論文
      「在職障害者の就労支援～『大阪府障がい者委託訓練（在職者訓練）』から考える職業準備性と企業の雇用管理」
                     http://www.crossjob.or.jp/common/uploads/2019/12/74f46916171bb385dad530d2d9b75838_f8671fd4ff 3d3bc735b4f47656b7ef9d.pdf
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日東精工株式会社 
（本社）〒623-0054　京都府綾部市井倉町梅ヶ畑20番地
TEL 0773-42-3111（代表）　FAX 0773-42-8426
（城山工場）〒623-0003　京都府綾部市城山町2番地
TEL 0773-43-1550　FAX 0773-43-1554

京都障害者雇用企業サポートセンター
〒601-8047　京都府京都市南区東九条下殿田町70 京都テルサ内
TEL 075-682-8928　FAX 075-682-8944

日東精工SWIMMY株式会社
〒623-0054　京都府綾部市井倉町梅ヶ畑20番地
TEL 0773-42-3111（日東精工株式会社代表電話）　FAX 0773-42-8426

一般社団法人SPIS研究所
〒150-0011　東京都渋谷区東2-22-10 メディアパーク八島ビル2F
TEL 03-6427-7717　FAX 03-5778-4138

取材先データ

S
エス ピ ス

PIS（Web日報システム）を通じ
対話を深め、戦力化する

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長　金塚たかし

Keyword：SPIS、精神障害、発達障害、就労定着、外部支援員、コミュニケーション 写真：官野 貴

編集委員から
　SPIS（Web日報システム）というコ
ミュニケーションツールを使い、「対
話」を重視した障害者雇用と外部支援
者のアドバイスにより、障害者雇用の価
値に変化が現れたという現場がある。障
害のある社員をビジネスにおいて「戦力
化」していく過程で、担当者も一緒に変
化していく姿をご紹介したい。

編集委員が行く行く

日東精工株式会社（京都府）、京都障害者雇用企業サポートセンター（京都府）、
日東精工SWIMMY株式会社（京都府）、一般社団法人SPIS研究所（東京都）
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ま
で
は
貴
重
な
戦
力
と
し
て
働
い
て
い
る
現
状

を
取
材
し
た
。

　

ま
ず
は
障
害
の
あ
る
社
員
、
内な

い

藤と
う

清き
よ

章あ
き

さ
ん

が
勤
務
す
る
日
東
精
工
の
城し

ろ

山や
ま

工
場
に
て
、
執

行
役
員
の
桐き

り

村む
ら

和か
ず

也や

さ
ん
、
購
買
課
課
長
の
浜は

ま

田だ

光こ
う

二じ

さ
ん
、
組
立
課
係
長
の
迫さ

こ

田だ

麻ま

美み

さ
ん

に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
ま
た
、
障
害
者
の
雇

用
管
理
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い
る
、

京
都
障
害
者
雇
用
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
実

践
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
谷た

に

垣が
き

信し
ん

也や

さ
ん
に
も
同
席

い
た
だ
い
た
。
谷
垣
さ
ん
と
同
社
の
出
会
い
は
２

０
１
８（
平
成
30
）年
９
月
に
社
内
で
開
催
し
た

「
管
理
監
督
者
向
け
障
害
者
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
」
。

浜
田
さ
ん
と
迫
田
さ
ん
が
参
加
し
、
講
師
だ
っ

た
谷
垣
さ
ん
の
お
話
を
聴
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
、
迫
田
さ
ん
か
ら
谷

垣
さ
ん
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

日
東
精
工
の
城
山
工
場
に
お
け
る
業
務
内
容

は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
。
一
つ
め
は
、
ね
じ
締

め
機
や
ね
じ
締
め
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド
ラ
イ
バ
や
ね

じ
供
給
機
な
ど
、
締
結
関
連
部
品
の
開
発
・
設

計
・
製
造
。
二
つ
め
は
、
自
動
組
立
ラ
イ
ン
の
設

計
・
製
造
。

　

そ
し
て
今
回
お
話
を
う
か
が
っ
た
内
藤
さ
ん

が
従
事
し
て
い
る
の
は
、
ね
じ
締
め
ド
ラ
イ
バ

「
Ｓエ

ス

ピ

ス

Ｐ
Ｉ
Ｓ
」
は
、
「Supporting People to 

Im
prove Stability

」
の
略
称
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
精
神
障
害
や
発
達
障
害
の
あ

る
従
業
員
、職
場
担
当
者
、外
部
支
援
者
で
あ

る
相
談
員
の
三
者
が
連
携
す
る
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
だ
。
障
害
の
あ
る
従
業
員
の
職
場
で

の
気
分
や
体
調
、仕
事
や
ほ
か
の
人
と
の
か
か
わ

り
を
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
職
場
担
当
者
や
外

部
支
援
者
も
毎
日
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

今
回
、
紹
介
す
る
企
業
は
、
そ
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ

を
活
用
し
て
障
害
者
雇
用
を
進
め
て
い
る
京
都

府
北
部
の
自
然
豊
か
な
綾
部
市
に
あ
る
日
東
精

工
株
式
会
社
（
以
下
、
「
日
東
精
工
」
）
。
新
入

社
員
の
ほ
か
メ
ン
タ
ル
不
調
の
従
業
員
に
も
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
外
部
支

援
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て
担

当
者
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
会
社
に

な
じ
め
ず
退
職
を
考
え
て
い
た
当
事
者
が
、
い

は
じ
め
に

日東精工株式会社城山工場

城山工場では、ねじ締め機や自動組立ラインの設計、
製造などが行われている

ねじ締めロボットのデモ機

城山工場の製造部組立課の
内藤清章さん

京都障害者雇用企業サポートセンター
実践アドバイザーの谷垣信也さん

組立課係長の迫田麻美さん 購買課課長の浜田光二さん 執行役員で産機事業部長の
桐村和也さん

働く広場  2022.12

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長　金塚たかし

編集委員が行く行く京都障害者雇用企業サポートセンターからのアドバイスに衝撃を受ける

SPISを用いて職場担当者も当事者も本音をいい合えるようになり、壁がなくなっていく

SPISを障害者雇用だけでなく、新入社員やメンタル不調者にも導入

1
2
3

POINT
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た
と
の
こ
と
。

　

障
害
の
あ
る
社
員
が
就
労
継
続
す
る
た
め
の

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
あ
る
と

考
え
る
。
合
理
的
配
慮
の
み
な
ら
ず
、
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
戦
力
化
す
る
た

め
に
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
な

の
だ
。

　

お
二
人
の
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て
、

当
事
者
の
内
藤
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た

の
か
。
「
入
社
す
る
前
か
ら
、
『
健
常
者
と
障

害
者
の
壁
が
あ
る
な
ぁ
』
と
い
う
こ
と
は
感
じ

て
い
ま
し
た
。
『
発
達
障
害
の
あ
る
人
は
こ
う

だ
、
こ
う
接
す
る
べ
き
だ
』
と
い
う
よ
う
に
断

言
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
は
そ
の
壁
が
な
く
な
り
ま
し

た
」
と
、
内
藤
さ
ん
は
ふ
り
返
る
。

　

壁
は
一
体
ど
の
よ
う
に
取
り
払
わ
れ
た
の

か
。内
藤
さ
ん
は
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
導
入
し
て
か

ら
、『
リ
ア
ル
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
』
と
呼
ば
れ
る
、
実
際
に

会
っ
て
面
談
す
る
機
会
も
設
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
浜
田
さ
ん
と
迫
田
さ
ん

の
本
音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
壁
が
少
し
ず

つ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
い
う
。

　

浜
田
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
導
入
す
る
際
に

内
藤
さ
ん
に
「
こ
れ
か
ら
は
戦
力
と
し
て
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
「
最
終
目
的
は
内
藤

と
な
り
、
谷
垣
さ
ん
が
気
に
か
け
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
ふ
り
返
る
。
ま
た
、
浜

田
さ
ん
自
身
も
内
藤
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
人
の
見
方
に
変
化
が
あ
っ
た

と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

谷
垣
さ
ん
は
当
時
の
職
場
の
様
子
を
、
「
内

藤
さ
ん
自
身
が
感
じ
て
い
る
障
害
特
性
と
、
周

り
の
方
か
ら
見
た
特
性
に
ズ
レ
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
『
現
在
の
内
藤
さ
ん
の

状
況
を
冷
静
に
見
て
判
断
し
、
対
応
方
法
を
考

え
ま
し
ょ
う
』
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、

他
社
の
担
当
者
と
比
べ
る
と
、
迫
田
さ
ん
と
浜

田
さ
ん
は
『
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
取
り
組
も

う
』
と
、
躊
躇
な
く
積
極
的
に
臨
ま
れ
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
」
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
お
二
人
の
姿
勢
が
功
を
奏
し
、

内
藤
さ
ん
と
の
関
係
に
変
化
が
出
て
き
た
そ
う

だ
。
ま
た
、
谷
垣
さ
ん
は
定
期
的
に
日
東
精
工

を
訪
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
続
け
た
。

「
谷
垣
さ
ん
は
私
た
ち
が
い
ま
ま
で
行
っ
て
い

た
こ
と
や
感
じ
て
い
た
こ
と
と
、
ま
っ
た
く
違

う
新
し
い
世
界
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
、

浜
田
さ
ん
は
い
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
「
こ
れ
ぐ
ら

い
ま
で
な
ら
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
作
業
し

か
、
内
藤
さ
ん
に
は
任
せ
て
い
な
か
っ
た
そ
う

だ
。「
ほ
か
に
何
が
で
き
る
か
」や「
戦
力
に
な
っ

て
も
ら
お
う
」
と
は
、
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

の
製
造
だ
。
専
任
の
作
業
者
と
し
て
、
現
在
は

ピ
ッ
キ
ン
グ
や
組
立
、
検
査
、
出
荷
調
整
ま
で

の
一
連
の
作
業
を
一
人
で
担
当
し
て
い
る
。

　

障
害
の
あ
る
社
員
と
働
く
う
え
で
、
迫
田

さ
ん
は
「
当
事
者
と
と
も
に
働
く
メ
ン
バ
ー
と

の
関
係
性
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
実
は
谷
垣
さ
ん
と
出

会
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
前
は
、
試
行
錯

誤
の
連
続
で
と
て
も
悩
ん
で
お
り
、
「
私
を
含

め
、
内
藤
さ
ん
に
対
す
る
遠
慮
が
あ
り
、
接
し

方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
従
業
員
が
多
か
っ

た
」
そ
う
だ
。

「
谷
垣
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

一
人
ひ
と
り
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
仕
事
づ
く
り

や
、
光
や
音
な
ど
職
場
の
環
境
を
配
慮
し
改
善

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
能
力

開
発
を
行
い
、
現
時
点
よ
り
も
少
し
難
易
度

の
高
い
業
務
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
内
藤
さ
ん
の
向
き
不
向
き
の
業
務
が
具
体

的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
迫

田
さ
ん
は
話
す
。

　

迫
田
さ
ん
と
一
緒
に
谷
垣
さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー

を
受
け
た
浜
田
さ
ん
は
、
「
迫
田
さ
ん
は
、
終

始
う
な
っ
て
首
を
ひ
ね
り
な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー
を

聴
い
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
接
し
方
と
あ
ま
り

に
も
差
が
あ
り
す
ぎ
る
、
と
。
最
後
に
質
問
の

時
間
が
あ
り
、
手
を
あ
げ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

当
事
者
に
対
す
る
遠
慮
が
あ
り

接
し
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

「
ほ
か
に
何
が
で
き
る
か
」

「
戦
力
に
な
っ
て
も
ら
お
う
」

自
分
の
気
持
ち
を

い
っ
て
も
い
い
と
わ
か
っ
た

内藤さんは、ねじ締めドライバの組立や検査など、
一連の製造工程を担当している
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説
す
る
。

　

コ
メ
ン
ト
の
や
り
取
り
の
み
な
ら
ず
、
コ
ロ

ナ
禍
前
は
月
に
一
度
は
、
実
際
に
会
っ
て
行
う

『
リ
ア
ル
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
』
と
呼
ば
れ
る
面
談
を
実

施
。
参
加
者
は
、灘
友
さ
ん・
谷
垣
さ
ん
・
浜
田

さ
ん
・
迫
田
さ
ん
・
内
藤
さ
ん
に
加
え
、
人
事
担

当
者
も
一
名
参
加
。
ま
ず
は
内
藤
さ
ん
と
灘
友

さ
ん
の
二
人
で
面
談
し
、
そ
の
後
に
迫
田
さ
ん

が
入
っ
て
三
者
面
談
。
最
後
に
内
藤
さ
ん
以
外

の
支
援
者
だ
け
で
現
状
報
告
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
っ
て
い
る
そ
う
。
い
ま
は
３
カ
月
に
一
回
ほ

ど
開
催
し
、
会
社
へ
の
訪
問
が
む
ず
か
し
い
と

き
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
内
藤

さ
ん
が
続
け
た
い
と
希
望
す
る
か
ぎ
り
、
今
後

も
リ
ア
ル
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
は
続
け
て
い
く
と
の
こ
と
。

18
歳
で
入
社
し
て
７
年
、
内
藤
さ
ん
の
仕

事
の
幅
は
大
き
く
広
が
っ
た
。
「
当
初
は
製
造

の
作
業
と
、
書
類
を
デ
ー
タ
化
す
る
と
い
う
作

業
の
２
種
類
だ
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
特
殊
な

パ
ー
ツ
を
つ
く
る
作
業
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
始
め
て
か
ら
は
さ
ら
に
増

え
、
い
ま
は
４
種
類
に
な
り
ま
し
た
」

　

内
藤
さ
ん
の
成
長
す
る
様
子
を
、
谷
垣
さ
ん

は
「
仕
事
の
量
よ
り
も
、
質
が
格
段
に
上
が
っ

た
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
質
が
上

が
っ
た
こ
と
で
、
周
り
の
人
の
見
る
目
も
大
き

く
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

た
と
こ
ろ
、
京
都
府
の
モ
デ
ル
事
業
に
誘
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

当
事
者
の
内
藤
さ
ん
は
、
迫
田
さ
ん
か
ら

「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
誘
わ

れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
な
と
疑
問
が
あ
り
ま

し
た
。
『
や
っ
て
み
よ
う
』
と
強
く
決
意
し
て
始

め
た
わ
け
で
は
な
く
『
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み

る
か
』
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
社

団
法
人
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
研
究
所
（
以
下
、
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ

研
究
所
」
）
理
事
長
の
宇う

田だ

亮り
ょ
う

一い
ち

さ
ん
と
、
外
部

支
援
員
の
灘な

だ

友と
も

千ち

紘ひ
ろ

さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
り
、

説
明
を
聞
き
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
６
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

　

そ
れ
か
ら
約
３
年
。
続
い
て
い
る
の
に
は
理

由
が
あ
る
。
「
趣
味
の
こ
と
を
話
せ
た
り
、
人

間
関
係
に
困
っ
た
と
き
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

え
る
こ
と
が
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
迫
田

さ
ん
や
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
研
究
所
の
外
部
支
援
員
で

あ
る
灘
友
さ
ん
を
中
心
に
、
浜
田
さ
ん
も
た
ま

に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
」

　

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
始
め
て
み
て
、
迫
田
さ
ん
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
ま
し
た
。

社
内
で
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
内
藤

さ
ん
の
本
当
の
気
持
ち
や
、
職
場
で
の
人
間
関

係
の
悩
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
面
談
の
場
を

つ
く
っ
た
り
、
上
司
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
に
発
信
し
て
も
ら
え
る
と
、
こ
ち
ら
も

す
ぐ
に
動
け
ま
す
」
と
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
力

さ
ん
に
実
力
を
つ
け
て
も
ら
い
、
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
だ
」
と
明
言
し
た
。

　

一
方
、
内
藤
さ
ん
に
よ
り
近
い
立
場
で
接
し

て
い
た
迫
田
さ
ん
は
、
障
害
者
雇
用
に
関
す
る

知
識
を
深
め
る
た
め
、
社
外
の
セ
ミ
ナ
ー
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
他

社
の
障
害
者
雇
用
の
取
組
み
に
つ
い
て
学
び
、

多
く
の
方
と
交
流
を
始
め
て
い
く
な
か
で
「
内

藤
さ
ん
と
い
ま
ま
で
全
然
〝
本
心
〞
で
か
か
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
感
じ
た
そ
う
だ
。
特
に

「
自
分
の
気
持
ち
を
内
藤
さ
ん
に
伝
え
て
み
た

ら
ど
う
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
こ
と

は
印
象
的
だ
っ
た
よ
う
で
、
「
い
っ
て
も
大
丈

夫
な
ん
だ
、
ぶ
つ
か
っ
て
も
い
い
ん
だ
と
思
え

た
」
と
ふ
り
返
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
お
二
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｓ
に
出
会
っ
た
の
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
た
迫

田
さ
ん
は
、
２
０
１
９
年
２
月
、
京
都
府
舞
鶴

市
で
開
催
さ
れ
た
「
舞
鶴
市
障
害
者
雇
用
支

援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
す
で
に
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を

導
入
し
て
い
る
企
業
の
体
験
発
表
を
聴
い
た
。

「
あ
る
大
手
企
業
が
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
発
表

さ
れ
て
い
て
、
す
ご
く
楽
し
そ
う
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
は
内
藤
さ
ん
と
深
く
か
か
わ
る

こ
と
の
で
き
る
ツ
ー
ル
だ
と
直
感
し
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
み
た
い
と
思
い
、
谷
垣
さ
ん
に
相
談
し

仕
事
の
量
よ
り
も

質
が
格
段
に
上
が
っ
た

S
P
I
S
を
通
し
て

当
事
者
と
深
く
か
か
わ
り
た
い

一般社団法人SPIS研究所理事長で
臨床心理士の宇田亮一さん
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（写真提供：一般社団法人SPIS研究所）

働く広場  2022.1223



か
か
わ
っ
て
い
る
人
事
担
当
者
と
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
、
安
心
感
に
結
び
つ
い
た
よ
う
で

す
。
今
年
の
新
入
社
員
（
18
人
）
に
は
任
意
で

の
導
入
と
な
り
ま
し
た
。
半
数
の
社
員
が
Ｓ
Ｐ

Ｉ
Ｓ
の
利
用
を
希
望
し
、
９
月
現
在
で
利
用
し

て
い
る
の
は
４
人
。
仕
事
が
忙
し
く
な
り
、
よ

い
意
味
で
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
よ
う
で
す
。

ー
メ
ン
タ
ル
不
調
者
に
対
し
て
も
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を

導
入
さ
れ
る
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

布
川
：
こ
れ
ま
で
は
労
務
課
衛
生
室
で
看
護
師

の
資
格
を
持
っ
た
担
当
者
が
、
会
社
の
携
帯
電

話
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
使
っ
て
メ
ン
タ
ル
不
調
者
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
が
、

メ
ン
タ
ル
不
調
者
が
職
場
の
上
長
な
ど
に
直
接

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
不
調
の
サ
イ
ン
が

早
め
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
本
人
が
同
意
し
た
場
合
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ

を
使
っ
て
、
看
護
師
の
担
当
者
と
職
場
担
当
者

が
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
で
情
報
を
共
有
し
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
し
か
し
今
年
度
に
導
入
し
た
ば
か
り

で
、
ま
だ
実
際
に
使
っ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

続
い
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
目
ざ
し

２
０
１
９
年
９
月
に
設
立
さ
れ
た
特
例
子
会
社

の
日
東
精
工
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
株
式
会
社
を
訪
問

し
、
代
表
取
締
役
社
長
の
檀だ

ん

野の

佳よ
し

子こ

さ
ん
に
も

人
で
す
。
障
害
種
別
は
、
精
神
障
害
の
あ
る
従

業
員
が
４
人
、
知
的
障
害
の
あ
る
従
業
員
が
５

人
、
身
体
障
害
の
あ
る
従
業
員
が
８
人
で
す
。

ー
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
新
入
社
員
の
方
に
も
導
入
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

布
川
：
入
社
し
て
最
初
に
行
う
集
合
研
修
の
期

間
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
交

換
日
記
の
よ
う
な
形
で
、
１
カ
月
間
は
人
事
担

当
者
と
や
り
取
り
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

場
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
正
社
員
登
用
（
入
社
半

年
後
）
ま
で
の
間
は
、
人
事
総
務
部
と
疎
遠
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
期
間
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
２
０
２
１
年
の

新
入
社
員
（
10
人
）
か
ら
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
導
入

し
ま
し
た
。
日
々
の
生
活
リ
ズ
ム
や
心
配
事
に

つ
い
て
な
ど
を
入
力
す
る
項
目
が
あ
り
、
何
か

あ
れ
ば
相
談
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

ー
ど
な
た
が
提
案
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

布
川
：
当
時
の
人
事
課
長
で
す
。
迫
田
さ
ん
が

障
害
者
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
で
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
用
い

た
事
例
報
告
を
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
「
新

入
社
員
に
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
思

い
、
提
案
し
た
そ
う
で
す
。
期
間
と
し
て
は
、

正
社
員
に
な
る
ま
で
の
約
５
カ
月
間
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ

Ｓ
で
や
り
取
り
を
し
ま
す
。

ー
実
際
に
導
入
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

布
川
：
正
直
、
人
事
担
当
者
の
負
担
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
新
入
社
員
の
不
安
軽
減
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
配
属
先
で
新
し
い
上
司
と
の

職
場
生
活
が
始
ま
る
な
か
で
、
入
社
前
か
ら

　

内
藤
さ
ん
は
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え
で
、

「
相
手
を
敬
う
こ
と
」
、
「
あ
い
さ
つ
す
る
こ

と
」
、「
任
さ
れ
た
仕
事
を
最
後
ま
で
や
り
切
る

こ
と
」
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
、
将
来
に
つ
い

て
「
こ
れ
を
や
り
た
い
と
い
う
目
標
が
い
ま
は
な

い
の
で
す
が
、
目
の
前
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
遂

行
し
て
、
こ
こ
で
働
き
続
け
た
い
で
す
」
と
決
意

表
明
の
よ
う
に
力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

　

次
に
日
東
精
工
本
社
で
、
人
事
総
務
部
部
長

の
布ふ

川か
わ

貴た
か

英ひ
で

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

ー
御
社
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

布
川
：
創
業
は
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
２
月
、

今
年
で
設
立
84
年
を
迎
え
る
会
社
で
す
。
お
も

な
事
業
内
容
は
工
業
用
フ
ァ
ス
ナ
ー
（
ネ
ジ
や

ネ
ジ
部
品
）
の
製
造
、
自
動
組
立
機
の
製
造
、

計
測
・
検
査
機
器
の
製
造
で
す
。
２
０
２
０
年

か
ら
は
医
療
用
機
器
の
取
り
扱
い
も
始
め
ま
し

た
。
連
結
の
子
会
社
が
国
内
15
社
、
海
外
に
21

社
あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
全
体
の
従
業
員
数
は

約
２
０
０
０
人
で
す
。

ー
障
害
者
雇
用
率
は
？

布
川
：
特
例
子
会
社
の
認
定
取
得
を
前
提
と
し
た

「
日
東
精
工
Sス
イ

ミ

ー

W
I
M
M
Y
株
式
会
社
」
を
２
０

１
９
年
９
月
に
設
立
し
、
２
０
２
０
年
１
月
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
社
と
合
わ
せ
、
２
０
２
２

年
６
月
１
日
時
点
の
障
害
者
雇
用
率
は
２
・
６

％
で
、
日
東
精
工
が
10
人
、
特
例
子
会
社
が
７

新
入
社
員
と
メ
ン
タ
ル
不
調
者
に
も

S
P
I
S
を
導
入

日
東
精
工
S
W
I
M
M
Y
株
式
会
社

日東精工株式会社本社
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障
害
者
雇
用
の
経
験
が
浅
い
な
か
で
担
当
者

に
任
命
さ
れ
た
方
は
、
当
事
者
に
ど
の
よ
う
に

接
し
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
う
声
を
か
け
た
ら
よ

い
の
か
を
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
そ
の

よ
う
な
と
き
は
外
部
の
支
援
専
門
機
関
を
う
ま

く
利
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
当
事
者
を
孤
立
さ

せ
な
い
た
め
に
、
担
当
者
の
不
安
を
ぬ
ぐ
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
谷
垣
さ
ん
は
、
「
遠
慮
と
配

慮
は
違
う
」
と
明
確
に
い
っ
た
。
こ
の
言
葉
で
迫

田
さ
ん
は
不
安
が
払
拭
さ
れ
た
と
い
う
。
困
っ

た
と
き
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
安
心
感
の

あ
る
環
境
で
、
お
互
い
が
育
ち
、
育
て
ら
れ
る

形
に
な
る
。
そ
し
て
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た

め
に
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
、
両
者
の
間
に
立
ち
は

だ
か
っ
て
い
た
壁
を
取
り
除
く
。
こ
う
し
て
自

分
の
本
音
を
吐
き
出
し
て
対
話
す
る
こ
と
が
、

実
際
に
戦
力
化
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

日
東
精
工
執
行
役
員
の
桐
村
さ
ん
が
、
「
城

山
工
場
に
は
変
な
こ
だ
わ
り
の
な
い
『
や
っ
て

み
よ
う
』
と
い
う
自
由
な
雰
囲
気
の
文
化
が
あ

る
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
浜
田
さ
ん
、
迫

田
さ
ん
の
気
持
ち
を
後
押
し
し
た
。
「
多
様
な

人
材
の
活
躍
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
昨
今
、
対
話

を
通
し
て
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
取
組
み
が
、

新
入
社
員
や
メ
ン
タ
ル
不
調
者
な
ど
へ
も
広
が

り
つ
つ
あ
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な

る
の
か
と
て
も
楽
し
み
で
あ
る
。

援
者
の
「
自
己
理
解
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
」

が
実
は
大
き
な
問
題
な
の
で
す
。

　

職
場
担
当
者
自
身
が
「
自
分
の
鎧よ

ろ
い

が
脱
げ

た
」
瞬
間
に
対
話
が
変
わ
り
ま
す
。
人
は
自
分

の
弱
さ
を
出
せ
た
と
き
、
対
話
の
楽
し
さ
に
気

づ
く
の
で
す
。
鎧
を
身
に
着
け
て
企
業
の
成
果

を
あ
げ
る
側
面
と
、
鎧
を
脱
い
で
心
を
通
わ
せ

る
側
面
。
こ
の
両
方
が
相
乗
効
果
を
上
げ
る
た

め
に
は
職
場
が
「
安
心
安
全
な
職
場
」
で
あ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

―
日
東
精
工
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
？

宇
田
：
日
東
精
工
で
当
事
者
の
内
藤
さ
ん
に
初

め
て
会
っ
た
と
き
、
彼
は
「
自
分
の
障
害
を
認

め
れ
ば
職
場
に
居
づ
ら
く
な
る
」
と
思
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
浜
田

さ
ん
と
迫
田
さ
ん
と
外
部
支
援
者
の
灘
友
さ
ん

が
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
で
熱
心
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
こ
と

を
通
じ
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
が
内
藤
さ
ん
に
と
っ
て

「
安
心
で
安
全
な
居
場
所
」
に
な
っ
て
い
く
の

で
す
。
そ
の
途
端
、
彼
は
す
ぐ
に
自
分
の
障
害

を
認
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
す

べ
て
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

―
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
活
用
の
最
終
着
地
点
は
？

宇
田
：
最
初
は
月
に
一
度
の
面
談
に
も
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ

研
究
所
の
外
部
支
援
者
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
ま

す
が
、
最
終
目
標
は
企
業
に
お
け
る
ナ
チ
ュ
ラ

ル
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
つ
ま
り
、
外
部
支
援
者
が

フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
く
の
で
す
。
「
企
業
内

部
の
対
話
で
十
分
や
り
取
り
で
き
る
」
と
い
う

チ
ー
ム
づ
く
り
が
理
想
で
す
。

お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

社
名
に
あ
る
「
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
」
は
絵
本
作

家
レ
オ
・
レ
オ
ニ
の
絵
本
に
由
来
し
、
個
々
の
特

性
や
能
力
が
全
体
の
集
ま
り
と
な
っ
て
、
よ
り

大
き
な
力
を
創
造
さ
せ
た
い
と
い
う
想
い
が
込

め
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
。
当
事
者
の
社
員
の
特

性
を
見
き
わ
め
、
同
社
か
ら
本
社
へ
の
異
動
を

実
施
し
た
と
の
こ
と
。
特
例
子
会
社
か
ら
本
社

へ
の
異
動
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
事
例

で
あ
る
。
ま
す
ま
す
京
都
府
北
部
の
障
害
者
就

労
を
牽
引
し
て
い
く
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
。

　

最
後
に
、Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
研
究
所
理
事
長
で
臨
床

心
理
士
の
宇
田
亮
一
さ
ん
に
、
お
話
を
う
か
が
っ

た
。

―
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
研
究
所
を
立
ち
上
げ
た
目
的
は
？

宇
田
：
２
０
１
８
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
目
的

は
三
つ
。
外
部
支
援
者
を
企
業
の
な
か
に
送
り

込
む
こ
と
。
そ
の
外
部
支
援
者
を
育
成
す
る
こ

と
。
そ
し
て
企
業
の
職
場
担
当
者
を
育
成
す
る

こ
と
。

―
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
と
は
何
か
？

宇
田
：
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
は
障
害
者
雇
用
の
現
場
で

「
対
話
を
重
視
す
る
」
シ
ス
テ
ム
で
す
。
精
神
・

発
達
障
害
者
の
就
労
定
着
が
う
ま
く
い
か
な
い

一
つ
の
要
因
と
し
て
、
「
対
話
が
う
ま
く
嚙
み

合
っ
て
い
な
い
」
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

当
事
者
だ
け
で
な
く
、
職
場
担
当
者
や
外
部
支

育
つ
環
境
、
育
て
る
環
境

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
と
は
何
か
？
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１
章　

道
路
の
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る

　
　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
に
あ
た
っ
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
背
景

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
【
平
成
30
年
５
月
、
令
和
２
年
５
月
】

・
理
念
規
定
を
設
け
、「
共
生
社
会
の
実
現
」、「
社
会
的
障
壁
の
除
去
」
を
明
確

化

　

↓
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
の
は
社
会
の
責
務
で
あ
る
と
す
る
「
障
害
の
社

会
モ
デ
ル
」
の
考
え
方
を
示
す

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
の
適
合
義
務
の
対
象
に
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
等
を

追
加

●
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
略
称
：
障
害
者
権
利
条
約
）

・
障
害
者
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
享
有
を
確
保
し
、
障
害
者
の
固
有
の
尊
厳

の
尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障
害
者
の
権
利
の
実
現
の
た
め
の

措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
条
約
と
し
て
、
平
成
18
年
12
月
に
採
択
さ
れ
、
日
本

は
平
成
19
年
9
月
に
署
名
、
平
成
26
年
1
月
に
寄
託

・
障
害
は
主
に
社
会
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
障
害
者
の
社
会
へ
の
統
合
の
問
題
で
あ

る
と
い
う
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
考
え
方
を
反
映

●
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
略
称
：
障
害
者

差
別
解
消
法
）

・
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
25
年
６

月
に
制
定

・
役
所
や
事
業
者
は
、
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に
対
応
が
必

要
と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
と
き
は
合
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
（
令
和
３
年

５
月
の
改
正
に
よ
り
事
業
者
は
努
力
義
務
か
ら
義
務
へ
と
改
正
）

●
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
の
改
正
【
令
和
３
年
３
月
】

・
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
に
関
す
る
基
準
（
ハ
ー
ド
基
準
）
、
旅
客
特

定
車
両
停
留
施
設
を
使
用
し
た
役
務
の
提
供
に
関
す
る
基
準
（
ソ
フ
ト
基
準
）

が
追
加

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置
づ
け

・
道
路
管
理
者
が
、
道
路
施
設
等
を
新
設
、
改
築
及
び
管
理
す
る
際
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
や
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
加
え
て
、
高
齢
者
、
障
害
者
等

を
は
じ
め
と
し
た
全
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
道
路
空
間
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
示
す

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
成

第
1
部  

道
路
計
画
の
考
え
方
、
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
推
進
、
当
事
者
参
加
の
考
え
方
等

第
2
部  

整
備
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
を
示
し
た
上
で
、「
◎
基
準
に
基
づ
く
整
備

内
容
」、「
○
標
準
的
な
整
備
内
容
」、「
◇
望
ま
し
い
整
備
内
容
」
を
記
載

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
本
文
の
内
容
を
補
足
す
る
「
参
考
」、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
本
文

の
内
容
を
実
施
し
て
い
る
具
体
的
な
事
例
を
「
事
例
」、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
本

文
に
記
載
は
な
い
も
の
の
配
慮
す
べ
き
観
点
を
「
コ
ラ
ム
」
と
し
て
記
載

対
象
施
設
等
と
対
象
者

●
対
象
施
設
等

・
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
基
づ
き
新
設
又
は
改
築
を
行
う
特
定
道
路
や
努

力
規
定
に
基
づ
き
同
基
準
に
適
合
し
た
整
備
を
行
う
そ
の
他
の
道
路

・
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
基
づ
き
新
設
又
は
改
築
を
行
う
旅
客
特
定
車
両

停
留
施
設

●
対
象
者

　

高
齢
者
、
障
害
者
等
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、「
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
自
由
に
、

使
い
や
す
く
」
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
配
慮

・
高
齢
者

・
肢
体
不
自
由
者
（
車
椅
子
使
用
者
）

・
肢
体
不
自
由
者
（
車
椅
子
使
用
者
以
外
）

・
内
部
障
害
者

道路の移動等円滑化に関する
ガイドライン（概要版）（令和４年3月）
国土交通省道路局ホームページより抜粋

第
１
部　

道
路
の
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
と
基
本
的
な
考
え
方
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★ https://www.mlit.go.jp/road/road/traffi  c/bf/kijun/kijun.html

・
視
覚
障
害
者

・
聴
覚
・
言
語
障
害
者

・
知
的
障
害
者

・
精
神
障
害
者

・
発
達
障
害
者

・
高
次
脳
機
能
障
害
者

・
妊
産
婦

・
乳
幼
児
連
れ

・
外
国
人

・
そ
の
他

２
章　

道
路
計
画
及
び
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る　

  

連
携
協
力
や
当
事
者
参
加
の
考
え
方

道
路
計
画
の
考
え
方

●
移
動
等
円
滑
化
方
針
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
や
基
本
構
想
の
策
定

・
市
町
村
は
、
具
体
的
な
事
業
化
の
動
き
が
な
い
状
況
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
方

針
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
移
動
等
円
滑
化
方
針
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
及
び

移
動
等
円
滑
化
に
係
る
事
業
の
重
点
的
か
つ
一
体
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
構
想
（
基
本
構
想
）
を
策
定
し
、
そ
の
な
か
で
生
活
関
連
経
路
を
設
定

・
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
連
続
性
と
と
も
に
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
安
全
性
や

利
便
性
に
配
慮
す
る
こ
と
や
既
存
の
道
路
整
備
に
関
す
る
計
画
と
整
合
を
図

る
こ
と
な
ど
が
重
要

関
係
機
関
等
と
の
連
携
協
力
の
考
え
方

●
関
係
機
関
等
と
の
連
携

・
管
理
者
が
異
な
る
境
界
部
な
ど
で
不
整
合
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
内
の
関
連
部
局
、
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
の
各
道
路
管
理

者
同
士
、
公
安
委
員
会
や
他
の
施
設
管
理
者
等
と
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要

●
道
路
と
建
築
物
等
と
の
一
体
的
な
整
備
の
推
進

・
道
路
と
建
築
物
と
の
段
差
の
解
消
や
勾
配
の
改
善
、
必
要
な
幅
員
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
一
体
的
な
整
備
を
検
討
す
る
な
ど
、
道
路
と
建
築
物
の
一
体
的
な
整

備
が
必
要

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

●
道
路
で
の
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

・
計
画
、
整
備
、
管
理
、
評
価
の
各
段
階
に
お
い
て
関
わ
る
全
て
の
人
が
、
お
互

い
の
人
格
や
尊
厳
を
大
切
に
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、

様
々
な
社
会
的
障
壁
に
気
づ
き
、
心
身
に
機
能
の
障
害
が
あ
る
方
が
社
会
的

障
壁
に
よ
っ
て
ど
ん
な
困
り
ご
と
や
痛
み
が
あ
る
の
か
に
気
づ
き
、
そ
の
原
因

や
解
決
策
を
考
え
、
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要

・
各
段
階
に
お
い
て
様
々
な
障
害
の
あ
る
人
が
参
加
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
が
困

難
で
あ
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
か
な
ど
を
適
切
に
把
握
し
、

理
解
を
深
め
た
上
で
、
移
動
等
円
滑
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

当
事
者
参
加
の
考
え
方

・
利
用
者
の
状
況
に
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
り
に
整
備
を
行
っ
て
も
必
ず
し
も
十

分
な
対
応
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

・
そ
の
た
め
、
新
設
や
大
規
模
な
改
修
を
行
う
場
合
は
、
計
画
・
立
案
の
段
階

か
ら
障
害
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
利
用
者
や
専
門
家
等
か
ら
意
見
収
集

や
意
見
交
換
を
行
い
、
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
に
と
っ

て
利
用
し
や
す
い
道
路
や
施
設
、
設
備
等
と
な
る

・
道
路
管
理
者
や
施
設
管
理
者
が
理
解
し
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
知
識
を

持
つ
こ
と
に
加
え
、
利
用
者
自
身
の
意
識
の
向
上
や
地
域
住
民
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
も
重
要

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
の
継
続
的
な
推
進

・
障
害
者
や
専
門
家
等
を
含
む
多
様
な
関
係
者
が
参
加
す
る
評
価
を
行
い
、
そ

の
評
価
結
果
を
以
後
の
計
画
の
立
案
や
事
業
に
反
映
し
て
い
く
、
ス
パ
イ
ラ
ル

ア
ッ
プ
（
P
D
C
A
）
の
取
組
が
重
要

・
地
域
内
に
お
け
る
評
価
結
果
を
同
一
地
域
内
の
改
善
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

地
域
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
含
む
、
社
会
全
体
と
し
て
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
も
重
要

「
第
２
部
道
路
の
構
造
及
び
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
を
使
用
し
た
役
務
の
提
供
」
お
よ
び
、『
道
路
の
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
（
★
）
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実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
暫
定
措
置
期
間
終
了
後

（
２
０
２
３
〈
令
和
５
〉
年
３
月
以
降
）
の
施
策
の
企
画

立
案
に
資
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
を

大
き
な
目
的
と
し
、
具
体
的
に
以
下
の
三
つ
の
目
的
を

設
定
し
ま
し
た
。

【
目
的
１
】
精
神
障
害
者
を
雇
用
す
る
特
例
適
用
企
業
お

よ
び
特
例
措
置
の
適
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

【
目
的
２
】
特
例
適
用
事
業
所
の
精
神
障
害
者
の
雇
用
お

よ
び
特
例
措
置
に
つ
い
て
の
認
識
・
意
見
を
把
握
す
る

こ
と

【
目
的
３
】
特
例
適
用
者
の
実
態
（
雇
用
状
況
、
働
き
方

に
つ
い
て
の
考
え
）
を
把
握
す
る
こ
と

　

ま
ず
、【
目
的
1
】
で
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
の

障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
状
況
を
国
に
報
告
す
る
「
障
害

者
雇
用
状
況
報
告
」
に
つ
い
て
、
特
例
措
置
実
施
前
の

２
０
１
７
年
か
ら
直
近
の
２
０
２
０
年
ま
で
の
４
年
間

の
変
化
を
、
企
業
（
事
業
主
）
単
位
で
分
析
し
ま
し
た
。

次
に
、【
目
的
２
】
で
は
、
２
０
１
８
年
と
２
０
２
０
年

の
「
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
」
で
把
握
し
た
特
例
適
用

企
業
に
対
し
質
問
紙
を
送
付
し
、
特
例
適
用
事
業
所
ご

と
の
回
答
を
求
め
ま
し
た
。
最
後
に
、【
目
的
3
】
で
は
、

【
目
的
2
】
で
回
答
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
で
働
く
特
例

適
用
者
に
、
質
問
紙
へ
の
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　

な
お
、【
目
的
2
】
と
【
目
的
3
】
の
調
査
で
は
、
質

　

現
在
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
い
て
、
企
業
（
事

業
主
）
は
、
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数
に
対
し
て
一
定

の
割
合
（
法
定
雇
用
率
）
で
障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
割
合
は
、

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
民
間
企
業
で
２・０
%
か
ら

２・
２
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
（
※
1
）。
こ
の
法
定

雇
用
率
の
引
上
げ
と
同
時
に
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
が

法
定
雇
用
率
の
算
定
対
象
に
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
雇
用
し
て
い
る
障
害
者
数
の
う
ち
、

精
神
障
害
の
あ
る
人
の
占
め
る
割
合
は
年
々
上
昇
し
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
は
、
身
体

障
害
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
比
べ
、
定
着
率
が
低
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
０
１
８
年

よ
り
、「
精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
の
算
定
方

法
に
係
る
特
例
措
置
」（
以
下
、「
特
例
措
置
」）
が
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
措
置
は
、
1
週
間
あ
た
り
の
労
働
時
間
が
20
時

間
以
上
30
時
間
未
満
（
以
下
、「
短
時
間
」）
の
精
神
障

害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
、
従
来
、
雇
用
率
算
定
上
は
０
・

５
人
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
１
人
と
カ
ウ
ン
ト
で
き

る
と
い
う
措
置
で
す
。
た
だ
し
、
①
雇
入
れ
か
ら
３
年

以
内
の
者
、
ま
た
は
②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
取
得
か
ら
３
年
以
内
の
者
と
い
う
条
件
が
あ
り
、
雇

用
時
に
１
人
と
カ
ウ
ン
ト
で
き
た
人
も
、
３
年
経
過
後

に
は
０・５
人
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
の
労
働
時
間

の
延
長
も
視
野
に
収
め
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、精
神
障
害
の
あ
る
人
を
短
時
間
で
雇
用
す
る
ハ
ー

ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
で
、
企
業
と
当
事
者
の
負
担
を
一

時
的
に
軽
減
し
、
そ
の
後
の
職
場
定
着
を
目
ざ
す
試
み

と
い
え
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
た
企
業
（
以

下
、「
特
例
適
用
企
業
」）、
事
業
所
（
以
下
、「
特
例
適

用
事
業
所
」）、
当
事
者
（
以
下
、「
特
例
適
用
者
」）
の

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門　

障
害
者
支
援
部
門

精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
の

雇
用
に
関
す
る
実
態
調
査

〜
雇
用
率
算
定
方
法
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
中
心
と
し
て
〜

１　

本
調
査
の
背
景
と
目
的

２　

方
法

※ 1   現在は、2021 年に 0.1％引き上げられたことで、2.3％になっています
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す
さ
」
や
「
無
理
の
な
い
労
働
時
間
」
が
「
当
て
は
ま

る
」
と
し
た
事
業
所
は
半
数
程
度
で
し
た
。
特
例
措
置

は
、
一
定
程
度
知
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
が
、
そ
れ

を
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
職
場
定
着
に
向
け
た
取
組
み

の
一
環
と
し
て
捉
え
う
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
必

ず
し
も
広
く
共
有
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

【
目
的
３
】
特
例
適
用
者
に
対
し
、
現
在
の
職
場
で
働
き

続
け
る
意
志
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
６
割
の
人
が
、

現
在
の
職
場
で
働
き
続
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
し

問
紙
に
回
答
が
あ
っ
た
事
業
所
・
当
事
者
の
う
ち
、
数

件
ず
つ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

【
目
的
１
】
企
業
に
お
け
る
特
例
措
置
の
適
用
状
況
の

分
析
に
よ
れ
ば
、
精
神
障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
企

業
の
う
ち
、
約
20
%
の
企
業
が
特
例
適
用
者
を
雇
用

し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
、
特
例
措
置
が
施
行
さ
れ
た

２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
産
業
別
に
み
る
と
、
精
神
障

害
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
企
業
は
製
造
業
が
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
医
療
・
福
祉
業
、
卸
売
業
・
小
売
業
と

続
く
の
で
す
が
、
特
例
適
用
企
業
に
か
ぎ
る
と
、
医
療
・

福
祉
業
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
卸
売
業
・
小
売
業
、

製
造
業
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
特
例
適
用
企
業
が
や
や

特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

【
目
的
２
】
特
例
適
用
事
業
所
に
、
特
例
措
置
を
あ
ら
か

じ
め
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
雇
用
管
理
に
お
い
て
考

慮
し
た
か
ど
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
半
数
以
上
の
特

例
適
用
事
業
所
が
特
例
措
置
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
が
、

雇
用
管
理
に
お
い
て
そ
れ
を
活
用
し
よ
う
と
考
慮
し
た

事
業
所
は
40
％
未
満
で
し
た
。
ま
た
、特
例
措
置
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
す
る
印
象

項
目
が
自
分
の
事
業
所
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
聞
い

た
と
こ
ろ
、
７
割
の
事
業
所
が
、
特
例
措
置
が
「
雇
用

率
達
成
の
し
や
す
さ
」
と
い
う
印
象
項
目
に
「
当
て
は

ま
る
」
と
回
答
し
た
一
方
、「
定
着
の
見
通
し
の
立
て
や

た
。
ま
た
、
こ
の
６
割
の
人
の
う
ち
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
へ
の
移
行
を
希
望
す
る
人
は
２
割
程
度
、
現
状
で
は

移
行
困
難
と
す
る
人
が
３
割
程
度
、
短
時
間
勤
務
を
希

望
す
る
人
が
や
は
り
３
割
程
度
で
し
た
（
図
）。
つ
ま
り
、

同
じ
会
社
で
継
続
的
に
勤
務
し
な
が
ら
、
労
働
時
間
を

延
長
し
た
い
と
考
え
る
か
、
短
時
間
の
ま
ま
が
よ
い
と

考
え
る
か
、
と
い
う
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
は
分
か
れ
て
い

ま
す
。
当
事
者
の
抱
え
る
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
９
名
に
行
っ

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
職
場
で
働

き
続
け
た
い
と
答
え
た
人
は
、
主
と
し
て
、
働
き
や
す

い
職
場
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
、
仕
事
自
体
に
興
味
を

も
っ
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
障
害

／
疾
患
と
と
も
に
生
き
る
た
め
に
は
、
変
化
し
や
す
い

体
調
と
必
要
な
収
入
、
加
え
て
仕
事
に
よ
る
負
担
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
職
場
定
着
の
意

志
と
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
へ
の
移
行
意
志
等
が
必
ず
し
も

結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

調
査
研
究
報
告
書
No.
１
６
１
（
※
２
）
で
は
、
こ
こ
ま

で
書
い
て
き
た
こ
と
の
ほ
か
に
も
、
特
例
適
用
者
を
雇

用
す
る
事
業
所
が
整
備
し
て
い
る
支
援
制
度
、
実
施
し

て
い
る
合
理
的
配
慮
と
そ
の
効
果
、
利
用
し
た
支
援
機

関
や
そ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。
社
内
で
雇
用
管
理
を
行
う
方
、
障
害
者
雇
用
で

働
い
て
い
る
精
神
障
害
の
あ
る
方
に
も
ご
覧
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

※ 2  「調査研究報告書No.161」 https://www.nivr.jeed.go.jp/research/report/houkoku/houkoku161.html
◇お問合せ先：研究企画部 企画調整室（TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp）

※ｂについて
・「移行希望」=フルタイムに移行したい
・「移行困難」=現状ではフルタイム移行は難しい
・「短時間希望」=短時間勤務をこのまま続けたい
・「不明」=いまのところわからない
・「その他」の８ケースは除外してある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３　

結
果
の
概
要

４　

調
査
研
究
報
告
書
No.
１
６
１
に
つ
い
て

現在の職場で働き続けたい
（215人） 60.7%

移行希望
（49人）23.7%

移行困難
（70人）33.8%

短時間希望
（64人） 30.9%

不明
（24人）
11.6%

無回答
（5人） 
1.4%

続けるのは難しい（25人） 7.1%

a

b

その他（13人） 3.7%

図　特例適用者における現在の職場で働き続ける意志（ａ）と
「現在の職場で働き続けたい」と回答した人におけるフルタイム勤務への移行意志（ｂ）

今のところわか
らない（96人）
27.1%
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岐
阜
県
は
、
農
業
分
野
に
お
け
る
障
害
者
の
活
躍
に

よ
る
新
た
な
人
材
の
確
保
と
と
も
に
、
障
害
者
の
社
会

参
画
を
実
現
す
る
取
組
み
と
し
て
「
農
福
連
携
」
を
全

庁
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
ぎ
ふ
農
福
連
携
推
進
本
部
員

会
議
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

県
は
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
４
月
に
、「
ぎ
ふ
農
福

連
携
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
取
組
方
針
と
し

て
、「
理
解
促
進
と
認
知
度
向
上
」、「
人
材
育
成
」、「
マ
ッ

チ
ン
グ
強
化
」、「
働
き
や
す
い
環
境
整
備
」、「
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
・
販
路
拡
大
」
を
柱
と
し
た
。
知
事
を
筆
頭

に
全
部
局
か
ら
構
成
す
る
「
ぎ
ふ
農
福
連
携
推
進
本
部
」

で
推
進
す
る
。

　

関
東
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
相
互
利
用
協
議
会
は
、
関
東
圏
の

「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」、「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
」
に
お
い
て
障
害
者
割

引
が
適
用
さ
れ
る「
障
害
者
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」の
導
入
を
、

２
０
２
３
年
３
月
中
に
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。
介
護

者
向
け
も
用
意
す
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
対
象
と
な
る
の
は
、
第
１
種
身
体
障
害
者

ま
た
は
第
１
種
知
的
障
害
者
と
、
障
害
者
本
人
を
介
護

す
る
任
意
の
利
用
者
１
人
。
い
ず
れ
も
大
人
の
み
が
対

象
。
対
象
者
は
、
手
持
ち
の
Ｍ
ｙ
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
も
し
く

は
記
名
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
を
障
害
者
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
変
更

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
人
用
・
介
護
者
用
別
々
で
の

購
入
や
、
別
々
ま
た
は
単
独
で
の
利
用
は
で
き
な
い
。

覚
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
確
立
や
社
会
的
自
立
の
支
援
、
社
会
参
加
で
き

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

専
門
外
来
は
耳じ

鼻び

咽い
ん

喉こ
う

科
に
設
置
し
、
病
気
や
加
齢

に
よ
る
聴
覚
障
害
が
あ
る
人
に
、
医
師
が
補
聴
器
や
人

工
内
耳
を
調
整
し
た
り
使
い
方
を
指
導
し
た
り
す
る
。

小
児
神
経
科
、
産
科
婦
人
科
、
臨
床
遺
伝
子
診
療
科
な

ど
の
ほ
か
に
、
岡
山
大
学
Ｓ
Ｄ
Gs
推
進
本
部
、
教
育
学

部
な
ど
と
連
携
し
、
患
者
に
適
切
な
検
査
や
リ
ハ
ビ
リ

を
提
供
す
る
。
さ
ら
に
企
業
な
ど
と
協
力
し
、
防
災
サ

イ
レ
ン
の
音
な
ど
を
検
知
し
て
光
や
振
動
で
緊
急
事
態

を
知
ら
せ
る
装
置
の
開
発
も
進
め
る
。

　

岩
手
県
は
、「
い
わ
て
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
自
転
車

利
用
環
境
が
整
備
さ
れ
た
施
設
を
県
内
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
拠
点
と
し
て
県
が
登
録
す
る
も
の
で
、
９
月
現
在
、

道
の
駅
や
宿
泊
施
設
な
ど
計
20
数
施
設
が
登
録
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
登
録
制
度
の
一
つ
で
あ
る
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
障
害
者
の
就
労
支
援
な
ど
を
図
る
た
め
、
こ
の

た
び
、
岩
手
県
と
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
連
携
に

よ
り
、
障
害
福
祉
施
設
が
受
注
製
作
し
た
。

　

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
は
岩
手
県
産
の
ス
ギ
を
使
用
。
サ

ド
ル
を
引
っ
か
け
て
固
定
す
る
構
造
で
、
高
さ
１
１
０

㎝
、
幅
２
０
０
㎝
。
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
３
台
を
駐
輪
で

き
る
。「
指
定
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所　

盛
岡
市

立
し
ら
た
き
工
房
」（
盛
岡
市
）
が
製
作
し
、
一
関
市
の

道
の
駅
「
む
ろ
ね
」
が
県
内
で
初
め
て
活
用
し
た
。

ま
た
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
や
、
モ
バ
イ
ル
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
は
、
障
害

者
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
な
い
。

　

購
入
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
エ
リ
ア

内
の
み
ど
り
の
窓
口
や
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
鉄
道
事
業
者
の

窓
口
な
ど
。
購
入
時
に
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
発
売
窓

口
で
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、

購
入
日
か
ら
１
年
後
の
同
月
末
日
ま
で
。
利
用
可
能
エ

リ
ア
は
、
首
都
圏
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
エ
リ
ア
、

新
潟
と
仙
台
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
エ
リ
ア
。
２
０
２
３
年
春
以

降
、
青
森
・
盛
岡
・
秋
田
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
エ
リ
ア
で
も
開
始

予
定
。

　

ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
（
東
京
都
）
と
株
式
会
社
ミ

ラ
イ
ロ
（
大
阪
府
）
は
、
人
権
・
多
様
性
を
尊
重
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
ヤ
マ

ト
グ
ル
ー
プ
独
自
の
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
検
定
」
を

共
同
開
発
し
た
。
ミ
ラ
イ
ロ
が
企
業
独
自
の
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
マ
ナ
ー
検
定
」
を
開
発
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。

　

障
害
の
あ
る
人
の
困
り
ご
と
や
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
学
習
で
き
る
ほ
か
、
荷
物
の
受
け
取
り
・
発
送
を

す
る
場
面
な
ど
を
想
定
し
た
日
々
の
業
務
に
沿
っ
た
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
９

月
か
ら
ヤ
マ
ト
運
輸
社
員
を
対
象
に
順
次
受
講
を
開
始
。

動
画
視
聴
後
に
試
験
を
受
け
、
合
格
者
に
は
認
定
証
と

ヤ
マ
ト
グ
ル
ー
プ
独
自
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
検
定
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
す
る
。

　

岡
山
大
学
病
院
（
岡
山
市
）
は
、
聴
覚
障
害
児
・
聴

覚
障
害
者
の
医
療
的
、
社
会
的
支
援
に
特
化
し
た
「
聴

働
く

「
農
福
連
携
」
推
進
の
組
織
設
置

岐阜

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
で

障
害
者
割
引
の
導
入
決
定

病
院
内
に
「
聴
覚
支
援
セ
ン
タ
ー
」

岡山

ヤ
マ
ト
運
輸
が
独
自
の

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
検
定
」

全国

観
光
向
け
自
転
車
用
ラ
ッ
ク
を

障
害
者
施
設
が
製
作

岩手

地
方
の
動
き

生
活
情
報
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
19
回

対
話
で
壁
を
崩
す

N
P
O
法
人
大
阪
精
神
障
害
者
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
理
事
・
統
括
施
設
長

金
塚
た
か
し

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
20
〜
25
ペ
ー
ジ
）
は
金
塚
委
員

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

働く広場  2022.12

　

県
は
、
福
祉
分
野
と
の
連
携
に
よ
る
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
が
普
及
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
登
録

が
進
む
こ
と
で
、
障
害
者
の
就
労
支
援
や
県
産
木
材
の
活
用
、
自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
振

興
の
促
進
を
期
待
す
る
。

　

書
道
家
の
武た
け

田だ

双そ
う

雲う
ん

さ
ん
と
、
精
神
科
医
で
昭
和
大
学
医
学
部
精
神
医
学
講
座
主
任
教

授
の
岩い
わ

波な
み

明あ
き
ら

さ
ん
が
『
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
「
才
能
」
に
換
え
る
生
き
方
』（
ビ
ジ
ネ
ス
社
刊
）
を

出
版
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
就
職
し
た
が
、
約
３
年
後
に
書
道
家
と
し
て
独

立
。
独
自
の
創
作
活
動
で
注
目
を
集
め
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
題
字
や
ロ
ゴ
を
手
が
け
る

ほ
か
、
世
界
中
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
書
道
な
ど
を
行
い
、
文
化
庁
か
ら
文
化
交
流
使
に
も
任

命
さ
れ
た
。
数
年
前
、「
岩
波
先
生
に
出
会
い
、
お
そ
ら
く
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
い
わ
れ
て
心
が
軽

く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
武
田
さ
ん
が
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
ま
つ
わ
る
自
身
の
こ
れ
ま
で
を
岩
波

さ
ん
と
と
も
に
語
る
。
四
六
判
２
１
６
ペ
ー
ジ
、
１
５
４
０
円
（
税
込
）。

2022年度地方アビリンピック開催予定

地方アビリンピック 検索

※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更する場合があります。

千葉

広島
滋賀

佐賀

アビリンピック
マスコットキャラクター

　

精
神
障
害
者
の
就
労
定
着
が
む
ず
か
し
い
要
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
当
事
者

も
企
業
も
そ
れ
ぞ
れ
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。
当
事
者
は
職
場
環
境
な
ど
に
対

す
る
不
安
や
苦
し
み
に
支
配
さ
れ
、
そ
れ
を
だ
れ
に
も
相
談
で
き
ず
、
心
身
の
不

調
に
陥
り
出
社
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
自
身
の
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
他
者
を
攻
撃
し
て
し
ま
う
な
ど
で
人
間
関
係
が
不
調
に
な

り
、
組
織
の
な
か
で
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
企
業
担
当
者
も
「
ど
の
よ

う
に
声
か
け
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
こ
ち
ら
の
意
図
が
伝
わ
ら
な
い
」、「
仕

事
を
ど
こ
ま
で
任
せ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
信
頼
関
係
が
築
け
な
い
」
な
ど
、

対
応
方
法
に
悩
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
お
互
い
に
気
持
ち
が
理
解
で
き
ず
、
当

事
者
と
企
業
担
当
者
の
間
に
壁
が
で
き
る
。

　

今
回
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
研
究
所
理
事
長
の
宇
田
亮
一
さ
ん
は
、
壁
を
取
り
除
く

の
に
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
（
W
e
b
日
報
シ
ス
テ
ム
）
が
有
効
で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
内
で
当
事
者
・
企
業
担
当
者
・
支
援
者
の
三
者
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ

く
り
、
書
き
言
葉
で
対
話
を
深
め
て
い
く
。
対
話
を
深
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
「
働
く

を
支
え
る
」
こ
と
と
「
気
持
ち
を
支
え
る
」
こ
と
。「
働
く
を
支
え
る
」
に
は
コ
ー

チ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
が
必
要
で
あ
る
が
、
当
事
者
の
な
か
に
起
き
て
い
る
悩
み
や
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
は
、
問
い
を
相
手
だ
け
に
投
げ
る
の
で
は
な
く
、
自

分
に
も
投
げ
、
悩
み
を
共
有
し
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
壁
を
崩
し
て
い
く
。
そ

れ
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の

対
話
力
を
磨
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
話
さ
れ
て
い
る
。

本
紹
介

『
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
「
才
能
」
に
換
え
る
生
き
方
』

千葉県、滋賀県、広島県、佐賀県
＊部門ごとに開催地・日時が分かれて
　いる県もあります
＊　　は開催終了

11 月下旬～ 1月
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編 集 委 員
（五十音順）

12月号

定価141円（本体129円＋税）送料別
令和４年11月25日発行
無断転載を禁ずる

・本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解で
あることをお断りします。また、本誌では「障害」という表記を基本としてい
ますが、執筆者・取材先の方針などから、ほかの表記とすることがあります。

株式会社 FVP代表取締役

NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 副理事・統括施設長

岡山障害者文化芸術協会 代表理事

トヨタループス株式会社 取締役

武庫川女子大学 学生サポート室専門委員

あきる野市障がい者就労・生活支援センターあすく センター長

サントリービジネスシステム株式会社 課長

神奈川県立保健福祉大学 名誉教授

有限会社まるみ 取締役社長

筑波大学大学院 准教授

常磐大学 准教授

大塚由紀子
金塚たかし
阪  本  文  雄
清 水 康 史
諏訪田克彦
原  　智   彦
平  岡  典  子
松  爲  信  雄
三  鴨  岐  子
八 重 田   淳
若  林 　 功

●
リ
ー
ダ
ー
ズ
ト
ー
ク

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
（
東
京
都
）
人
事
部
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
長
の
河
渕
千
紗
さ
ん
に
、
特
例
子

会
社
が
推
進
す
る
障
害
者
雇
用
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
全

体
の
取
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

学
校
法
人
立
命
館
の
特
例
子
会
社
、
株
式
会
社
立

命
館
ぷ
ら
す
（
京
都
府
）
を
取
材
。
学
校
や
地
域
と

と
も
に
職
業
的
な
自
立
と
社
会
参
加
の
場
を
創
出
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

社
会
福
祉
法
人
白
鳩
会
が
運
営
す
る
第
2
花
の
木

フ
ァ
ー
ム（
鹿
児
島
県
）を
取
材
。
障
害
の
あ
る
人
が
、

社
会
に
出
て
い
く
能
力
を
身
に
つ
け
る
同
施
設
の
活
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
編
集
委
員
が
行
く

原
智
彦
委
員
が
、
長
野
養
護
学
校
（
長
野
県
）
と
、

そ
の
卒
業
生
が
働
く
企
業
を
取
材
。
卒
業
生
の
活
躍
な

ど
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

次
号
予
告

検索富士山マガジンサービス

あなたの原稿をお待ちしています
■ 声̶障害者雇用にかかわるお考えやご意見、行事やできごと
などを500字以内で編集部（企画部情報公開広報課）まで。

　　●発　行ーー独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)
発行人ーー企画部長　飯田 剛

 編集人ーー企画部情報公開広報課長　中上英二
〒261－8558  千葉県千葉市美浜区若葉 3－1－2　

電話  043－213－6216（企画部情報公開広報課）
ホームページ https://www.jeed.go.jp/　メールアドレス hiroba@jeed.go.jp
●発売所ーー株式会社広済堂ネクスト
 〒105－8318 東京都港区芝浦1－2－3  シーバンスS館13階
 電話  03－5484－8821　　FAX  03－5484－8822

公式ツイッター
　　はこちら！
最新号発行のお知らせやコー
ナー紹介などをお届けします。 ＠JEED_hiroba

読者アンケートに
　   ご協力をお願いします！

回答はこちらから→

メールマガジン好評配信中！ 
詳しくは JEED メールマガジン 検索

定期購読のほか、最新号やバックナンバーのご購入は、
下記へお申し込みください。
１冊からのご購入も受けつけています。
◆インターネットでのお申し込み

　◆お電話、FAXでのお申し込み
　　株式会社広済堂ネクストまでご連絡ください。
　　TEL 03-5484-8821 FAX 03-5484-8822

本 誌 購 入 方 法

掲示板

障害者雇用に関する相談・援助 障害者雇用管理サポーターによる支援

中央障害者雇用情報センターのご案内中央障害者雇用情報センターのご案内事業主のみなさまへ

就労支援機器の展示・説明会・貸出し

中央障害者雇用情報センターの
詳しい情報はこちら。

◆お問合せ先
中央障害者雇用情報センター
住所：〒 130-0022　東京都墨田区江東橋 2-19-12 ハローワーク墨田５階
TEL：03-5638-2792 　E-mail：syougai-soudan@jeed.go.jp 　利用時間：月～金（8時45分～17時）※祝日および 12月 29日～ 1月 3日を除く

登録サポーターの専用検索サイト
はこちら。

貸出対象機器、貸出申請書類は
こちら。

企業の規模・業種の特性に応じた障害者の雇
用管理に関する相談に応じます。

障害者の雇用管理にかかる専門的な支援を必
要とする事業所へ専門家（障害者雇用管理サ
ポーター）の派遣に関する相談を行います。

障害者の就労を支援する機器の活用事例の紹
介やデモンストレーション、導入・貸出しに
関する相談を行います。

QRコードはこちらQRコードはこちらQRコードはこちら
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北海道障害者職業センター
旭川支所
青森障害者職業センター
岩手障害者職業センター
宮城障害者職業センター
秋田障害者職業センター
山形障害者職業センター
福島障害者職業センター
茨城障害者職業センター
栃木障害者職業センター
群馬障害者職業センター
埼玉障害者職業センター
千葉障害者職業センター
東京障害者職業センター
多摩支所
神奈川障害者職業センター
新潟障害者職業センター
富山障害者職業センター
石川障害者職業センター
福井障害者職業センター
山梨障害者職業センター
長野障害者職業センター
岐阜障害者職業センター
静岡障害者職業センター
愛知障害者職業センター
豊橋支所
三重障害者職業センター
滋賀障害者職業センター
京都障害者職業センター
大阪障害者職業センター
南大阪支所
兵庫障害者職業センター
奈良障害者職業センター
和歌山障害者職業センター
鳥取障害者職業センター
島根障害者職業センター
岡山障害者職業センター
広島障害者職業センター
山口障害者職業センター
徳島障害者職業センター
香川障害者職業センター
愛媛障害者職業センター
高知障害者職業センター
福岡障害者職業センター
北九州支所
佐賀障害者職業センター
長崎障害者職業センター
熊本障害者職業センター
大分障害者職業センター
宮崎障害者職業センター
鹿児島障害者職業センター
沖縄障害者職業センター

国立職業リハビリテーションセンター
（中央障害者職業能力開発校）

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
（吉備高原障害者職業能力開発校）

〒 001 － 0024
〒 070 － 0034
〒 030 － 0845
〒 020 － 0133
〒 983 － 0836
〒 010 － 0944
〒 990 － 0021
〒 960 － 8054
〒 309 － 1703
〒 320 － 0865
〒 379 － 2154
〒 338 － 0825
〒 261 － 0001
〒 110 － 0015
〒 190 － 0012
〒 252 － 0315
〒 950 － 0067
〒 930 － 0004
〒 920 － 0901
〒 910 － 0026
〒 400 － 0864
〒 380 － 0935
〒 502 － 0933
〒 420 － 0851
〒 460 － 0003
〒 440 － 0888
〒 514 － 0002
〒 525 － 0027
〒 600 － 8235
〒 541 － 0056
〒 591 － 8025
〒 657 － 0833
〒 630 － 8014
〒 640 － 8323
〒 680 － 0842
〒 690 － 0877
〒 700 － 0821
〒 730 － 0004
〒 747 － 0803
〒 770 － 0823
〒 760 － 0055
〒 790 － 0808
〒 781 － 5102
〒 810 － 0042
〒 802 － 0066
〒 840 － 0851
〒 852 － 8104
〒 862 － 0971
〒 874 － 0905
〒 880 － 0014
〒 890 － 0063
〒 900 － 0006

札幌市北区北二十四条西 5 － 1 － 1 札幌サンプラザ 5 階
旭川市四条通 8 丁目 右 1 号 LEE 旭川ビル 5 階
青森市緑 2 － 17 － 2
盛岡市青山 4 － 12 － 30
仙台市宮城野区幸町 4 － 6 － 1
秋田市川尻若葉町 4 － 48
山形市小白川町 2 － 3 － 68
福島市三河北町 7-14 福島職業能力開発促進センター内
笠間市鯉淵 6528 － 66
宇都宮市睦町 3 － 8
前橋市天川大島町 130 － 1 ハローワーク前橋３階
さいたま市桜区下大久保 136 － 1
千葉市美浜区幸町 1 － 1 － 3 ハローワーク千葉 4 階
台東区東上野 4 － 27 － 3 上野トーセイビル 3 階
立川市曙町 2 － 38 － 5 立川ビジネスセンタービル 5 階
相模原市南区桜台 13 － 1
新潟市東区大山 2 － 13 － 1
富山市桜橋通り 1 － 18 北日本桜橋ビル 7 階
金沢市彦三町 1 － 2 － 1 アソルティ金沢彦三 2 階
福井市光陽 2 － 3 － 32
甲府市湯田 2 － 17 － 14
長野市中御所 3 － 2 － 4
岐阜市日光町 6 － 30
静岡市葵区黒金町 59 － 6 大同生命静岡ビル 7 階
名古屋市中区錦 1 － 10 － 1 MI テラス名古屋伏見 5 階
豊橋市駅前大通 1 － 27 MUS 豊橋ビル 6 階
津市島崎町 327 － 1 ハローワーク津３階
草津市野村 2 － 20 － 5
京都市下京区西洞院通塩小路下る東油小路町 803 ハローワーク京都七条５階
大阪市中央区久太郎町 2 － 4 － 11 クラボウアネックスビル 4 階
堺市北区長曽根町 130 － 23 堺商工会議所会館 5 階
神戸市灘区大内通 5 － 2 － 2 ハローワーク灘３階
奈良市四条大路 4 － 2 － 4
和歌山市太田 130 － 3
鳥取市吉方 189
松江市春日町 532
岡山市北区中山下 1 － 8 － 45 NTTクレド岡山ビル 17 階
広島市中区東白島町 14-15 NTTクレド白島ビル 12 階
防府市岡村町 3 － 1
徳島市出来島本町 1 － 5 ハローワーク徳島４・５階
高松市観光通 2 － 5 － 20
松山市若草町 7 － 2
高知市大津甲 770 － 3
福岡市中央区赤坂 1 － 6 － 19 ワークプラザ赤坂 5 階
北九州市小倉北区萩崎町 1 － 27
佐賀市天祐 1 － 8 － 5
長崎市茂里町 3 － 26
熊本市中央区大江 6 － 1 － 38  ハローワーク熊本 4 階
別府市上野口町 3088 － 170
宮崎市鶴島 2 － 14 － 17
鹿児島市鴨池 2 － 30 － 10
那覇市おもろまち 1 － 3 － 25 沖縄職業総合庁舎 5 階

011 － 747 － 8231
0166 － 26 － 8231
017 － 774 － 7123
019 － 646 － 4117
022 － 257 － 5601
018 － 864 － 3608
023 － 624 － 2102
024 － 526 － 1005
0296 － 77 － 7373
028 － 637 － 3216
027 － 290 － 2540
048 － 854 － 3222
043 － 204 － 2080
03 － 6673 － 3938
042 － 529 － 3341
042 － 745 － 3131
025 － 271 － 0333
076 － 413 － 5515
076 － 225 － 5011
0776 － 25 － 3685
055 － 232 － 7069
026 － 227 － 9774
058 － 231 － 1222
054 － 652 － 3322
052 － 218 － 2380
0532 － 56 － 3861
059 － 224 － 4726
077 － 564 － 1641
075 － 341 － 2666
06 － 6261 － 7005
072 － 258 － 7137
078 － 881 － 6776
0742 － 34 － 5335
073 － 472 － 3233
0857 － 22 － 0260
0852 － 21 － 0900
086 － 235 － 0830
082 － 502 － 4795
0835 － 21 － 0520
088 － 611 － 8111
087 － 861 － 6868
089 － 921 － 1213
088 － 866 － 2111
092 － 752 － 5801
093 － 941 － 8521
0952 － 24 － 8030
095 － 844 － 3431
096 － 371 － 8333
0977 － 25 － 9035
0985 － 26 － 5226
099 － 257 － 9240
098 － 861 － 1254

地域障害者職業センター

◆広域センター・地域センター 一覧◆

広域障害者職業センター

〒 359 － 0042

〒 716 － 1241

埼玉県所沢市並木 4 － 2

岡山県加賀郡吉備中央町吉川 7520

障害者に対する専門的な職業リハビリテーションサービス、事業主に対する障害者の雇用管理に
関する相談・援助、地域の関係機関に対する助言・援助を実施しています

全国の広範な地域から障害者を受け入れ、職業評価、職業指導、職業訓練などの職業リハビリテー
ションを実施し、その成果に基づく指導技法などを能力開発施設へ提供しています

04 － 2995 － 1711

0866 － 56 － 9000

令和4年11月25日現在
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